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新
し
い
文
化
の
創
造
を

　　窪1：き・』

市長

川井貞一

　
新
孝
、
あ
け
ま
し
て

　
　
　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
平
成
四
年
、
目
前
に
迫
っ
た
二
十
一

世
紀
へ
向
け
て
、
わ
が
「
自
石
号
」
は

上
昇
気
流
に
の
り
飛
行
中
で
す
。
さ
あ
、

眼
下
に
は
ど
ん
な
白
石
の
未
来
が
描
か

れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
の
大
き
な
柱
の
一

つ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ン
の
拠
点
施
設

で
あ
る
小
原
の
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
が
、

い
よ
い
よ
今
年
の
四
月
に
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
で
す
。
市
民
の
方
々
が
長
ら
く

望
ま
れ
て
い
た
五
十
メ
ー
ト
ル
の
公
認

プ
ー
ル
、
う
た
せ
湯
・
泡
湯
な
ど
十
一

の
湯
を
持
つ
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
に
加
え
、

お
年
寄
り
の
た
め
の
大
浴
場
を
備
え
た

施
設
が
小
原
の
雄
大
な
自
然
を
舞
台
に

お
目
見
え
し
ま
す
。
白
石
市
文
化
体
育

振
興
財
団
の
二
十
　
名
の
ス
タ
ッ
フ
が

市
民
の
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
白
石
川
を
挾
ん
だ
対
岸
に

は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
事
業
の
準
備
を
進
め

て
お
り
、
将
来
は
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド

を
核
と
し
た
総
合
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
つ

く
り
あ
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
昨
年
、
建
設
省
の
指
定
を
受
け
た
斎

川
の
「
ふ
る
さ
と
の
川
モ
デ
ル
河
川
」

事
業
の
計
画
策
定
が
始
ま
り
ま
す
。
斎

川
が
大
き
く
拡
幅
さ
れ
る
と
同
時
に
、

公
園
や
親
水
護
岸
、
あ
る
い
は
遊
歩
道

を
持
っ
た
美
し
い
水
の
流
れ
る
川
と
し

て
、
修
復
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
同
時
に
そ
の
周
辺
で
、
白
石
最
大
の

市
街
地
開
発
事
業
と
し
て
、
総
面
積
四

十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
総
事
業
費
四
十
一

億
円
の
白
石
市
鷹
巣
土
地
区
画
整
理
事

業
が
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。
市
の
宝

で
あ
る
新
幹
線
駅
周
辺
の
発
展
が
大
い

に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
歴
史
の
香
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
、

タ
イ
ム
プ
ラ
ン
の
第
一
弾
で
あ
る
碧
水

園
は
、
昨
年
、
喜
多
六
平
太
・
野
村
万

作
両
氏
を
お
招
き
し
て
柿
落
し
を
行
い

ま
し
た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
こ
れ
は
、

白
石
城
復
元
構
想
の
一
環
で
あ
り
、
そ

の
核
で
あ
る
白
石
城
三
階
櫓
の
復
元
は
、

昨
年
の
発
掘
調
査
を
基
に
い
よ
い
よ
今

年
か
ら
建
設
に
と
り
か
か
り
、
平
成
六

年
ま
で
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
小
関
家
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ

い
た
武
家
屋
敷
は
、
東
北
工
業
大
学
教

授
佐
藤
巧
先
生
よ
り
、
将
来
国
の
重
要

文
化
財
に
な
り
得
る
と
の
太
鼓
判
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
建
物
の
精
密
な
．
調
査

を
行
っ
た
後
、
修
復
し
、
市
民
の
大
切

な
財
産
と
し
て
後
代
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
球
環
境
の
保
存
整
備
は
、
二
十
一

世
紀
へ
向
け
て
の
大
き
な
課
題
で
す
。

市
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
の
中
の
ま

ち
の
緑
包
計
画
に
基
づ
き
、
不
伐
の
森

と
し
て
川
原
子
ダ
ム
周
辺
の
素
晴
ら
し

い
自
然
を
残
し
な
が
ら
、
広
葉
樹
を
植

栽
し
、
遊
歩
道
や
あ
ず
ま
屋
を
作
り
、

県
の
自
然
環
境
保
全
林
事
業
と
歩
調
を

合
わ
せ
て
、
市
民
保
健
休
養
の
森
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

　
若
林
公
園
弁
天
沼
に
つ
き
ま
し
て
は
、

せ
せ
ら
ぎ
の
里
整
備
事
業
に
よ
り
、
先

人
の
遺
産
を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
の
十
月
か
ら
「
ま
ち
を
き
れ
い

に
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
報
償
金
制
度
」
を

設
け
、
同
時
に
南
町
を
モ
デ
ル
地
区
に

し
て
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
使
用
実
験
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
環
境
を
保

護
す
る
た
め
に
こ
の
身
近
な
運
動
に
少

し
で
も
多
く
の
方
々
が
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
教
育
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

中
に
小
原
小
学
校
校
舎
、
小
中
共
用
の

屋
体
を
完
成
さ
せ
、
引
き
続
き
小
原
中

学
校
校
舎
及
び
プ
ー
ル
の
建
設
に
取
り

か
か
る
予
定
で
す
。

　
勤
労
者
体
育
館
と
城
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
も
落
成
し
ま
す
。
一
千
平

方
メ
ー
ト
ル
の
ア
リ
ー
ナ
を
持
ち
、
正

式
の
九
人
制
バ
レ
ー
コ
ー
ト
ニ
面
を
取

れ
る
こ
の
勤
労
者
体
育
館
の
柿
落
し
に

は
、
日
本
有
数
の
バ
レ
ー
チ
ー
ム
又
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
を
お
呼
び
し
た
い

と
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
市
道
斎
川
線
、
内
親
学
校

線
、
一
本
木
通
線
を
始
め
、
上
下
水
道

等
、
都
市
基
盤
の
整
備
を
着
々
と
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
、
神
奈
川
県
海
老
名
市
と
友
好

都
市
の
契
り
を
結
び
、
海
老
名
市
長
や

海
老
名
工
業
会
の
皆
さ
ん
方
が
訪
臼
さ

れ
、
人
的
な
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
で
あ
る
登
別
市
と
も
ど
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
を
主
体
と
し
た
交
流
が
、

今
後
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
白
石
市
が
宮
城
県
内
で
初
め
て
ゆ
と

り
創
造
宣
言
都
市
に
選
ば
れ
ま
し
た
が
、

私
は
今
申
し
上
げ
た
事
業
を
着
実
に
地

域
の
中
に
展
開
す
る
こ
と
が
、
　
「
ゆ
と

り
創
造
」
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
労
働
時
間
の
短
縮
の
中

で
得
ら
れ
た
余
暇
を
、
快
適
で
安
ら
ぎ

の
あ
る
空
間
の
中
で
過
ご
し
、
そ
の
余

裕
の
中
か
ら
、
新
し
い
白
石
の
文
化
を

創
造
し
て
い
く
こ
と
が
「
ゆ
と
り
創
造
」

で
あ
る
と
、
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
の
目
標
で
あ
る

く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ

の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
「
ゆ

と
り
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
文
化
の
香
り

高
い
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
り
、

そ
の
英
知
を
結
集
し
な
が
ら
、
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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市議会議長

　大槻慶治郎

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て

　
　
　
　
　
お
め
で
ご
う
ご
ざ
い
ま
す

　
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
輝
か
し
い
新

春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
三
年
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
国
際
的
に
は
湾
岸
戦
争
を
め

ぐ
る
国
際
貢
献
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
交

わ
さ
れ
、
環
境
間
題
で
は
、
先
端
技
術

開
発
利
用
の
促
進
と
、
発
展
途
上
国
の

工
業
化
に
よ
り
、
温
暖
化
な
ど
の
地
球

規
模
を
対
象
に
必
要
な
取
り
組
み
が
国

際
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
国
内
で
は
住
民
の
意
識
は
量

よ
り
質
へ
移
行
し
、
福
祉
の
充
実
、
住

民
生
活
に
直
結
し
た
都
市
的
施
設
の
整

備
、
あ
る
い
は
国
際
化
、
情
報
化
、
高

齢
化
の
問
題
に
加
え
て
、
農
産
物
の
自

由
化
等
こ
れ
ら
の
対
応
に
行
政
需
要
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
る
情
勢
下
に
あ
り

ま
す
。

　
本
市
は
長
期
的
視
点
に
立
ち
、
　
「
く

ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
て
市
民
の
福

の
第
一
弾
で
あ
る
碧
水
園

伝
承
の
館
）

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
白
石
市
民
の
誇
り
と
愛
着
の

象
徴
で
あ
り
ま
す
白
石
城
復
元
も
着
々

と
進
展
し
て
お
り
、
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン

ド
の
完
成
も
間
近
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
本
市
発
展
の
要
と
な
る
優
良
企

業
の
進
出
が
相
次
ぎ
、
産
業
の
振
興
と

文
化
の
向
上
に
多
大
の
成
果
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
目
指
し
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に

向
か
っ
て
今
後
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重

ね
、
市
民
の
皆
さ
ん
方
の
ご
期
待
に
応

え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
で
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

さ
ら
に
一
層
の
ご
支
援
、
ご
鞭
燵
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

祉
増
進
と
心
豊
か
な
「
ゆ

と
り
創
造
」
に
向
け
て
進

展
さ
せ
て
お
り
ま
す
こ
と

は
、
誠
に
喜
び
に
堪
え
ま

せ
ん
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市

民
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協

力
の
賜
と
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
歴
史
あ
る
自
石
の
特
色

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
（
古
典
芸
能

は
、
昨
年
盛
大
に
柿
落
し

3
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⑨
【
漕
　　鷹巣土地区画整理事業がスタート！，

　東北新幹線白石蔵王駅に隣接する水田など41．8ヘ

クタールを対象にした自石市鷹巣土地区画整理事業

に、9月25日県の認可が下り、平成8年度の完成を

目指して自石市最大の都市開発事業がスタートを切

りました。

　誘致企業などに働く方々の優良な宅地が提供でき

るとともに、新幹線駅周辺にふさわしい新しい情報・

文化の拠点地区としての発展が期待されます。

i

　
　
　
い

　
　
　
　

　
　
　
　
融
轍

⑩
一
3

騒籔
えご

嘩蜘

　　　　獅廊　 『曝　　一陛
　　　避轡一．、暑、縁∫、

一．．・騒鑛雛窪

　白石ゆかりの方が世界で活躍し、

スポーツ界では中・高校生が大健闘！

　・冠一・～　　　　　　　激動の国に沿いて外交手

　　　　轟　瀕　　1腕を発揮された、前ソ連大

　　　　　　　　　使武藤利昭氏・前駐イラク

　　　　　　　　　大使片倉邦雄氏が当市を訪

　　　　　　　　　れ、碧水園での国際文化講

　　　　　　　　　演会で緊迫した世界情勢を

　　　　　　　　　体験を通して話されました。

　武藤大使の先祖は片倉家臣で、祖父の弘済氏は白

石町の初代収入役を務められた方です。また、片倉

大使は片倉小十郎の異父姉喜多の子孫にあたる方で、

白石にゆかりの深いお二入です。

生驚講漂室嚇幽』灘鱒難
野での健闘が目立ちました。

厳しい練習に耐えて活躍し　’礁．

た選手の皆さんに心から拍

手を贈ります。

●中学生　東北中学校総合体育大会出場

　砲丸投げ：東中　角張隆浩さん、テニス女子ダブ

　ルス1福中　鈴木雪恵さん・国分和恵さんペア

●高校生　国民体育大会出場

　陸上400m：白高　早坂訓宏さん、軟式テニス少

　年女子の部ダブルス：白女高　小島裕子さん、引

地幸子さんペア

　インターハイ出場

　山岳競技1白女高山岳部12年連続優秀校）・自工

　高山岳部、ソフトボール：臼工高ソフトボール部

過松竹梅福祉墓金を設置

　「亡くなった母親が針仕事をしてためたお金を老

人福祉に」と、市内に住む女性から市に1，000万円

が寄付されました。私はこの女性の志を生かしたい

と思い、「白石市松竹梅福祉基金条例」を9月定例議

会に提案し、満場一致で可決いただきました。

　この基金では、百歳になった方への祝金（百万円〉、

高齢者福祉に尽くした方々を顕彰することにしてい

ます。議会の可決後、東北一の長寿者・島貫まつの

さん（107）らに祝金を贈りました。

　なお、島貫さんは12月10日に亡くなられました。

心からご冥福をお祈りします。

過各種施設が続々完成！

　斎川小学校校舎・屋内体　　逸
育館、水芭蕉の森、水と石　　　、一一一

　　　　　　　　　　　　　　．〆＼
との語らいの公園・白石川哨騙導
緑地多目的広場、野球場・　　曜　　　1阻懸翫誠

庭球場ナイター施設、市道
平栗山崎線、岩崎市営住宅㌃議一 月

、
聴劃

D棟などの生活関連施設や

教育施設が完成しました。　　　　、。　雪聰

　また、勤労者体育館と城東コミュニティセンター

は、今年の3月には完成します。

　●
。O　斎川が「ふるさとの川

　　　　　　　　　　モデル河川」に指定

　市内を流れる斎川が建設省の「ふるさとの川モデ

ル河川」に指定されました。県内では仙台市の策川

に次いで2番目です。この事業は、かつての清らか

だった斎川を再生させるため、コンクリートで固め

ない快適な水の空間を作りあげるようとするもので

す。今後、斎川周辺の整備計画を策定し、市民の皆

さんが憩える斎川の改修を進めることになります。

　●

細一繭嚢癖

　　　　　　　騨　．ζ’螺

．●　七ヶ宿ダムが竣工

、碑7き鹸禽

　　　　　　　とバゆゆ
』詫輿、〆　’

皐

　建設省が七ヶ宿町に建設を進めていた七ヶ宿ダム

が、本体工事開始以来10年ぶりに完成し、10月22日

現地で完成式が行われました。

　今後、新しい観光の目玉として脚光を浴びること

でしょう。私も東北直轄ダム事業促進連絡協議会の

会長として、完成に導くための応援団長だっただけ

に、感慨深いものがあります。

④1
一
●
●

■□■

＝調平成3年
■■■

白石市がゆとり創造亘言都市に

贈艶．、壁

無

　　指定されるノ

　9月20日、臼石市が宮

城県内では初めて「ゆと

り創造宣言都市」に選ば

れました。これは労働省

が昨年から、労働時間の

短縮をはじめとする市民

のゆとり創造に積極的に

取り組んでいる市を「ゆ

とり創造宣言都市」に指定していますが、今年は白

石市を含む24市が新しく仲問入りをしたものです。

⑤
●

●
文化体育振興財団を設立

　　　ド㍉＿一灘肇一論・ 封臨壷範噸II璽聾
　　　　　∴実∫、、、ご．射＝臨、璽罫鞭、r藻． 、之1．鴫

　今年の4月オープン予定のスパッシュランド（50

m公認温泉プール・クアハウス・大浴場を兼ね備え

た施設）を管理・運営するほか、文化・体育の振興

のための事業を行うため、3月27日に「財団法人・

白石市文化体育振興財団」を設立しました。運営に

は21名のスタッフがあたる予定です。

　また財団の中に「白石キャピタルオペレーション

基金」を作りました。これは、魅力あるまちづくり

に取り組もうとする個人・団体に助成する基金です。

ぜひ多くの方に活用していただきたいと思います。

苧
、
y

ρ
る

勺2

　　毛乏～

　　o（
○・出＝

　曳　　｝

冷73
㌧　　リノ

働

●
●

碧水園（古典芸能伝承の館）が完成！

櫨』壷㌻、 』二、△．』1∴嵐
一　執潔　　　・一・軍浮謙ボ畷．、＝．、．

　平成元年度からふるさと創生事業として実施して

いた古典芸能伝承の館が完成し、5月18・19日の2

日間にわたってこけら落としの催しが行われました。

　18日には能楽の喜多六平太氏、狂言の野村万作氏

を招いて披露能が開かれ、19日には市民による伝統

芸能の公演や茶会が行われました。

．●　海老名市と友好都市締結’

　白石市と神奈川県の海老名市との友好都市提携の

調印式が11月1日、海老名市役所で行われ、私と左

藤究海老名市長との間で盟約書に調印しました。

　これを機会に、海老名・自石親善交流会（加藤大

祐会長）を中心に、活発な交流が行われることを期

　待します。

自石榔老名友好都市盟約調印式

　　　　　　　1　　汽
（　墜z　．

・
、
鞭

議旛、

㎜

　
，　

「
　
ノ

濯
．
麟
．
灘 4
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束

　
　
　
一

　
　
　
健

　
　
　
昆

必犬

2
φ
外

知
s

春
創

える

ジ

職

ゆとりある

、
㌧

　
　
　
麟
融

4
『
㌔
、
鵬
で

乳
か

一
暑
、
辱
㍑
、

、
“
．
』
蓉
，
！

『
F
l
…
啄
柔
ー
』
占
二
　
　
廼
駐
9
P
、
『
亨
‘
≧
占
　
一
ー

多

写か一

　
　
平
成
三
年
市
長
の
目
か
ら
見
た
白
石
市
の
十
大
一
一
ユ
ー
ス
に

　
も
あ
る
よ
う
に
、
昨
年
、
白
石
市
が
宮
城
県
内
で
は
初
め
て
、

　
　
「
ゆ
と
り
創
造
宣
言
都
市
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
ゆ
と
り
創
造
プ
ラ
ン
協
議
会
の
座
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
　
　
お

　
で
あ
る
東
北
学
院
大
学
教
授
の
外
尾
健
｝
先
生
に
ご
出
席
い
た

　
だ
き
、
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
送
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

　
な
ど
に
つ
い
て
、
川
井
市
長
と
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
人
の
横
並
び

　
　
　
意
識
が
ネ
ッ
ク

市
長
私
ど
も
昭
和
六
十
三
年
に
市
の

第
三
次
総
合
計
画
を
作
り
ま
し
て
ホ
ワ

イ
ト
プ
ラ
ン
と
名
付
け
ま
し
た
。
そ
の

目
標
が
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く

り
」
で
、
生
活
環
境
と
か
余
暇
と
か
を

含
め
た
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
豊
か
さ
の

日
本
一
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
が
な
か
な
か
市
民
の
皆
さ
ん
に
理

解
し
て
い
た
だ
け
な
い
ん
で
す
ね
。

　
し
か
し
最
近
に
な
っ
て
、
豊
か
さ
と

い
う
も
の
の
尺
度
を
変
え
よ
う
と
い
う

動
き
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
時
に
市
が

「
ゆ
と
り
創
造
宣
言
都
市
」
の
採
択
を

い
た
だ
き
、
「
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
」
が
そ

の
ま
ま
「
ゆ
と
り
創
造
」
に
つ
な
が
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
我
々
う
れ
し
く
思

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
ま
ず
、

こ
れ
か
ら
の
豊
か
さ
と
い
う
も
の
と
ゆ

と
り
と
の
関
係
を
お
教
え
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
が
。

｛，
　　　　　　　　　　　　つ

　ほか　お　けんいち

く外尾健一東北学院大学法学部教授

　大正13年東京生まれ。昭和26年東

　北大学経済学部卒業。31年東北大

　学法学部助教授、のちに教授に。

　昭和62年退官し、現在東北学院大

　学教授。自石市のゆとり創造プラ

　ン協議会の座長を務められている。

▲川井白石市長

外
尾
　
宮
城
県
で
初
め
て
「
ゆ
と
り
創

造
宣
言
都
市
」
の
指
定
、
ま
ず
は
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
指
定
を

き
っ
か
け
に
、
み
ん
な
で
ゆ
と
り
と
は

何
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
口

火
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ゆ
と
り
あ
る
生
活
と
か
、
ゆ
と
り
創

造
と
い
う
言
葉
を
言
い
出
し
た
の
は
、

最
近
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
あ
ま
り

に
も
日
本
入
が
働
き
蜂
と
言
わ
れ
る
く

ら
い
働
い
て
、
定
年
に
な
っ
た
ら
何
を

し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人

を
沢
山
つ
く
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
メ

ー
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
製
品
と
と

も
に
、
失
業
ま
で
輸
出
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
貿
易
摩
擦
が
起
き
て
い
る

わ
け
で
す
。

　
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
労
働
基
準
法

を
改
正
し
て
、
先
進
工
業
国
並
み
の
週

四
十
時
間
に
し
た
ん
で
す
ね
。
も
っ
と

も
猶
予
期
間
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
現
在

で
は
週
四
十
四
時
間
で
す
。
し
か
し
、

な
か
な
か
年
問
の
総
労
働
時
間
は
減
ら

な
い
ん
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
時

間
外
労
働
や
有
給
休
暇
が
減
ら
な
い
。

　
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
日
本
人
の
横
並
び
意

識
と
言
い
ま
す
か
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た

く
な
い
と
い
う
意
識
、
こ
れ
が
時
間
外

労
働
削
減
の
ブ
レ
ー
キ
に
な
っ
て
い
る
。

他
の
人
が
働
い
て
い
る
、
特
に
上
司
が

い
る
の
に
自
分
だ
け
五
時
に
帰
る
わ
け

に
い
か
な
い
。
終
業
時
間
ど
お
り
帰
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
の
企
業
で
の
異

端
者
に
恋
る
こ
と
な
ん
で
す
。

よ
く
働
き
よ
く
学
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
が
大
切

市
長
　
そ
れ
に
日
本
人
は
異
常
と
も
言

っ
て
い
い
く
ら
い
、
役
所
と
か
企
業
と

か
に
対
し
て
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
（
忠

誠
心
）
が
あ
り
ま
す
ね
。
横
並
び
の
意

識
と
同
時
に
、
こ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー

と
い
う
問
題
も
無
視
で
き
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
と
思
う
ん
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
会
社
会
社
、
あ
る
い
は

役
所
役
所
と
言
っ
て
勤
め
る
。
さ
あ
、

定
年
に
な
っ
た
。
何
し
た
ら
い
い
か
分

か
ら
な
い
。
働
き
蜂
で
、
し
か
も
遊
ぶ

っ
て
い
い
ま
す
か
、
余
暇
に
対
し
て
罪

悪
感
を
持
っ
た
典
型
的
な
高
度
成
長
期

の
企
業
戦
士
も
、
そ
ろ
そ
ろ
定
年
あ
る

い
は
、
も
う
五
十
に
さ
し
か
か
っ
て
い

る
。
こ
う
い
う
人
達
の
意
識
を
ど
う
い

う
具
合
に
し
て
変
え
て
い
っ
た
ら
良
い

の
で
し
ょ
う
か
。

外
尾
　
日
本
の
働
く
人
達
の
仕
事
に
対

す
る
忠
実
さ
や
会
社
に
対
す
る
ロ
イ
ヤ

リ
テ
ィ
ー
は
悪
い
こ
と
だ
と
は
思
い
ま

せ
ん
が
、
み
ん
な
自
分
が
会
社
を
背
負

っ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
、

っ
い
無
理
を
し
て
過
労
に
陥
る
。

　
や
は
り
、
「
よ
く
働
き
よ
く
遊
べ
」
で

す
ね
。
の
べ
つ
幕
無
し
に
仕
事
し
か
頭

に
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
と
、
あ
ま
り

に
も
人
生
は
佗
し
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

市
長
　
佗
し
い
で
す
ね
。
人
生
は
一
回

し
か
な
い
ん
で
す
か
ら
ね
。

外
尾
　
で
す
か
ら
、
子
供
の
時
は
学
習

の
時
期
、
大
人
に
な
っ
た
ら
労
働
の
時

期
、
そ
し
て
定
年
と
い
う
単
線
型
を
、

学
ぶ
の
も
生
涯
、
働
く
の
も
生
涯
、
そ

れ
か
ら
余
暇
の
利
用
も
若
い
時
か
ら
と

い
う
複
線
型
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
働
き
な
が
ら
で
も
別
な
生

き
方
、
別
な
時
間
と
い
う
の
が
あ
る
ん

だ
と
い
う
生
活
設
計
を
ず
っ
と
生
涯
を

通
し
て
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
と
思

う
ん
で
す
ね
。

　
労
働
時
問
の
短
縮
と
い
う
こ
と
は
、

生
活
時
間
の
利
用
を
ど
う
す
べ
き
か
と

い
う
問
題
で
も
あ
る
わ
け
で
、
仕
事
中

心
の
社
会
か
ら
、
価
値
観
の
転
換
、
人

間
の
生
き
方
、
新
し
い
日
本
の
未
来
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る

問
題
な
ん
で
す
。
会
社
も
経
済
界
も
そ

こ
で
働
く
人
も
、
今
、
大
き
な
転
換
期

に
い
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訪

　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
難

，
岳、

合同求人説明会では白石で働きたいという若者
れました

レ
ジ
ヤ
ー
と
は

　
　
　
文
化
の
創
造
だ

市
長
　
た
と
え
ば
ギ
リ
シ
ア
文
化
は
、

奴
隷
制
度
の
上
に
乗
っ
か
っ
た
も
の
で

し
ょ
う
。
働
く
方
は
奴
隷
に
や
ら
せ
て

お
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
は
余
暇
を

利
用
し
て
あ
あ
い
う
素
晴
ら
し
い
芸
術

な
り
、
文
化
な
り
を
作
り
上
げ
た
ん
だ

な
あ
と
い
う
気
が
す
る
ん
で
す
。

　
そ
う
い
う
意
昧
で
言
う
と
、
我
々
は

こ
れ
か
ら
機
械
に
働
い
て
貰
っ
て
労
働

時
間
を
短
縮
す
る
。
余
っ
た
時
間
を
ボ

ケ
ッ
と
し
て
寝
こ
ろ
ん
で
テ
レ
ビ
を
見

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
れ
を
ど
う

い
う
具
合
に
過
ご
す
か
と
い
う
マ
ニ
ュ

ア
ル
も
必
要
じ
ヵ
、
な
い
か
な
と
い
う
気

も
す
る
ん
で
す
が
。

外
尾
　
そ
、
の
通
り
で
す
ね
。
余
暇
、

こ
れ
は
レ
ジ
ャ
ー
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
余
っ
た
時
間
で
は
な
い
ん
で
す
。

レ
ジ
ャ
ー
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
は
ス
コ

レ
ー
、
ス
ク
ー
ル
の
語
源
で
す
．
．
文

化
の
創
造
で
す
。
芸
術
と
か
音
楽
と

か
科
学
技
術
の
創
造
も
そ
の
中
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
レ
ジ
ャ
ー
の
中
か

ら
人
類
の
文
化
あ
る
い
は
文
明
が
発
展

し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
わ

け
で
す
。

　
試
験
無
し
で
勉
強
す
る
こ
と
ぐ
ら
い

楽
し
い
こ
と
は
な
い
。
（
こ
れ
は
同
感
で

す
と
市
長
、
ワ
ハ
ハ
と
笑
い
）
。

本
当
の
学
ぶ
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
っ
て

7
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へ

　
へ

　
ゆ
　
ノ

マ
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い
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φ
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砿
擦

　
　
　
　
　
　
　
　
〆

ウ

良
㌔

券
し

撃

い
う
の
は
、
勤
め
出
し
て
、
自
分
で
疑

問
を
持
っ
て
、
そ
れ
を
解
き
起
こ
す
た

め
に
勉
強
を
始
め
た
時
な
ん
で
す
。
こ

れ
を
一
生
通
じ
て
行
っ
て
い
く
。
・
て
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
豊
か
な
人

生
だ
っ
た
と
思
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
う
か
。

市
長
　
そ
の
場
合
、
行
政
例
え
ば
公
民

館
活
動
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
非
常

に
大
き
い
は
ず
な
ん
で
す
が
、
こ
こ
に

弱
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
何
か
と
い
う
と
、

い
ろ
い
ろ
な
講
座
が
全
部
入
門
だ
け
な

ん
で
す
。
奥
の
深
き
が
無
い
と
い
う
こ

と
が
、
社
会
教
育
と
い
う
も
の
の
最
大

の
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す

ね
。
そ
の
役
割
を
カ
ル
チ
ャ
ー
産
業
だ

け
が
背
負
っ
て
い
る
の
で
は
、
地
方
の

精
神
的
な
豊
か
さ
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
豊
か
さ
と
い
う
こ
と
を

経
済
的
な
尺
度
以
外
に
精
神
的
な
尺
度

幅
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青
年
会
議
所
が
白
石
駅
前
に
建
設
を
進
め
て
い
る
大
鐘
楼
。
隔

く
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
少
し
づ
つ
目
に
つ
き
始
め
ま
し
た
抑
覧
賄
瀦

蒙．
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第三次総合計画では
を結びつける遊歩道
画を提唱しています

に
変
え
て
も
、
大
都
会
に
行
け
ば
美
術

館
も
あ
る
、
文
化
セ
ン
タ
ー
も
あ
る
。

そ
こ
に
フ
ル
に
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が

詰
ま
つ
て
い
る
。

　
そ
う
い
っ
た
意
味
で
の
豊
か
さ
が
、

我
々
の
地
方
の
小
都
市
に
は
な
か
な
か

無
い
。
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問

題
、
せ
っ
か
く
作
り
だ
し
て
出
来
た
時

間
、
余
暇
、
こ
れ
は
人
生
の
付
随
的
な

も
の
で
は
な
い
ん
だ
と
い
う
考
え
で
、

も
っ
と
高
度
な
芸
術
、
あ
る
い
は
文
化

を
十
分
に
享
受
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
ど
の

よ
う
に
し
て
作
り
出
す
か
と
い
う
こ
と

が
問
題
で
す
ね
．
．

外
尾
　
行
政
は
、
手
ほ
ど
き
の
入
門
で

十
分
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
と
は

本
人
の
努
力
し
だ
い
で
、
お
そ
ら
く
将

来
は
通
信
衛
星
を
使
っ
て
、
全
国
ど
ん

な
山
奥
に
い
て
も
一
流
の
美
術
な
り
音

楽
な
り
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
上

が
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う

方
法
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
よ
、
と
い

う
メ
ニ
ュ
ー
や
学
び
方
を
教
え
る
だ
け

で
十
分
だ
と
思
う
ん
で
す
。

市
長
　
よ
・
嘱
分
か
り
ま
し
た
。
考
え
て

み
れ
ば
基
本
的
に
教
育
と
い
う
の
は
、

自
己
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ

る
の
が
教
育
の
は
ず
で
す
か
ら
ね
。
入

門
の
部
分
は
あ
る
程
度
行
政
が
引
き
受

け
て
、
そ
こ
か
ら
先
は
市
民
の
皆
さ
ん

が
い
ろ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
興
昧

を
持
て
る
も
の
を
選
ん
で
、
学
ん
で
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

町
を
楽
し
く
歩
け
る

　
　
　
仕
掛
け
が
必
要

外
尾
　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
二
十
年

位
前
に
白
石
に
来
た
と
き
に
、
本
当
に

き
れ
い
な
町
だ
な
と
い
う
印
象
だ
っ
た

ん
で
す
。
今
度
来
た
と
き
に
、
堀
割
が

場
所
に
よ
っ
て
は
淀
ん
で
い
た
り
、
空

き
缶
が
浮
い
て
い
た
り
、
こ
の
辺
を
良

く
し
て
い
け
ば
自
石
は
水
の
き
れ
い
な

町
だ
と
い
う
だ
け
で
、
も
っ
と
宣
伝
に

な
る
。
あ
ま
り
お
金
を
か
け
な
く
て
ま

ず
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
段
々
と

楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

市
長
　
実
は
堀
割
の
件
な
ん
で
す
が
、

前
は
も
っ
と
汚
れ
て
い
た
ん
で
す
。
昭

和
六
十
二
年
か
ら
小
さ
い
堀
の
清
掃
に

一
千
万
円
づ
つ
毎
年
予
算
化
し
ま
し
た
。

　
と
い
う
の
は
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら

下
水
道
が
供
用
に
な
り
ま
し
て
、
堀
が

き
れ
い
に
な
る
は
ず
だ
と
い
う
予
想
の

も
と
に
始
め
た
ん
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
斎
川
が
今
度
、
ふ
る
さ

と
の
川
モ
デ
ル
河
川
の
指
定
を
う
け
ま

し
た
。
県
と
市
が
一
緒
に
な
っ
て
、
あ

の
川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
。
新
幹
線

か
ら
出
て
川
が
き
れ
い
だ
と
い
う
の
と
、

ド
ブ
川
が
流
れ
て
い
る
の
と
で
は
全
然

違
い
ま
す
ん
で
ね
。
こ
れ
を
ぜ
ひ
や
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

外
尾
　
旧
国
道
四
号
の
通
り
で
も
、
ち

ょ
つ
と
古
い
作
り
の
土
蔵
が
あ
り
ま
す

ね
。
昔
の
町
並
み
な
り
古
い
家
が
あ
る

ロ甲■
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市の大切な財産です。

先
端
技
術
で

生
産
効
率
の
向
上
を

外
尾
　
そ
れ
と
、
や
は
り
せ
っ
か
く
ゆ

と
り
創
造
宣
言
都
市
に
な
っ
た
わ
け
で

す
か
ら
、
単
年
度
で
終
わ
ら
せ
な
い
で
、

毎
年
、
例
え
ば
ゆ
と
り
創
造
月
間
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
皆
で
考
え
よ
う
と
か
、

そ
う
い
う
体
制
も
必
要
で
す
ね
。

市
長
　
こ
れ
は
私
ど
も
も
今
年
一
年
で

終
わ
ら
せ
よ
う
と
は
、
全
・
、
考
え
で
、
お

り
ま
せ
ん
。
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
に
乗
っ

て
、
そ
れ
を
将
来
に
向
け
て
実
行
し
て

い
・
、
上
で
大
き
な
f
ン
パ
ク
ト
に
な
っ

た
と
理
解
し
て
い
る
ん
で
す
。

　
こ
の
間
誘
致
企
業
の
幹
部
の
皆
さ
ん

と
ち
ょ
っ
と
話
を
し
て
み
た
ん
で
す
が
、

従
業
員
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
る
と
い
う

こ
と
は
賛
成
な
ん
で
す
ね
、
問
題
は
、

労
働
市
場
が
逼
迫
し
て
い
る
た
め
に
思

と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
財
産
で
す
。

二
れ
ら
を
堀
割
な
ど
を
眺
め
な
が
ら
歩

け
る
う
ま
い
ル
ー
ト
が
あ
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
都
市
計
画

は
、
近
代
的
な
都
市
づ
く
り
と
同
時
に
、

古
い
良
い
と
こ
ろ
を
残
す
と
い
う
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
今
年
か
ら
白
石
城
復
元
が
始
ま

り
ま
す
が
、
そ
れ
と
武
家
屋
敷
、
碧
水

園
の
能
舞
台
・
茶
室
を
一
体
の
も
の
と

し
た
歴
史
の
エ
リ
ア
は
歩
い
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
車
を
走
ら

せ
る
と
い
う
の
は
、
経
済
優
先
の
発
想

だ
と
思
う
ん
で
す
。
た
と
え
ば
町
並
み

さ
え
き
ち
っ
と
整
っ
て
い
れ
ば
、
新
幹

線
駅
か
ら
お
城
ま
で
歩
く
の
さ
え
苦
痛

な
こ
と
で
は
な
い
は
ず
な
ん
で
す
ね
。

外
尾
　
そ
れ
に
は
楽
し
い
イ
ラ
ス
ト
入

り
の
マ
ッ
プ
と
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
な
標

識
が
必
要
で
す
ね
。
こ
う
い
う
仕
掛
け

が
し
て
あ
る
と
、
車
よ
り
も
歩
く
こ
と

の
ほ
う
が
楽
し
く
な
る
ん
で
す
。

市
長
　
そ
う
で
す
ね
。
白
石
城
を
作
っ

て
か
ら
な
ん
て
言
っ
て
い
る
必
要
は
な

い
わ
け
で
、
ヘ
フ
か
ら
や
っ
て
お
い
て
も

良
い
わ
け
で
す
ね
。

外
尾
　
歩
く
目
印
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を

た
ど
れ
ば
ぐ
る
っ
と
散
歩
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

市
長
　
そ
れ
で
思
い
出
し
ま
し
た
が
、

来
年
は
い
ろ
ん
な
施
設
の
表
示
を
統
一

し
た
も
の
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
ん

で
す
。
マ
ッ
プ
を
作
る
と
同
時
に
統
一

さ
れ
た
看
板
を
つ
く
っ
て
、
歩
く
楽
し

さ
を
味
わ
っ
て
頂
く
た
め
の
ま
ち
づ
く

う
よ
う
に
八
が
集
ま
っ
で
、
来
な
い
。
ぞ
、

れ
が
今
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

外
尾
　
ど
こ
で
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て

い
ま
す
か
ら
ね
。
へ
出
不
足
が
解
消
す

る
か
と
言
え
ば
、
私
は
解
消
し
な
い
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。
た
だ
、
第
二
次

産
業
を
出
来
る
限
り
合
理
化
さ
れ
、
機

械
化
さ
れ
る
部
分
は
さ
れ
て
、
残
る
部

分
は
第
三
次
産
業
に
な
っ
て
ノ
、
る
ん
だ

ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
や
は
り
女
性
と

中
高
年
六
十
五
歳
位
ま
で
を
想
定
し
て
、

そ
の
人
達
も
働
き
や
す
い
職
場
に
変
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

市
長
　
前
に
す
ム
ロ
ン
太
陽
と
い
う
会

社
の
話
を
読
ん
だ
ん
で
す
よ
。
オ
ム

ロ
ン
電
気
と
、
東
京
都
に
あ
る
太
陽
の

家
と
い
う
身
体
障
害
者
の
施
設
が
資
本

を
出
し
含
っ
て
、
才
ム
ロ
ン
大
陽
と
い

う
小
会
社
を
作
っ
た
。

　
そ
こ
は
太
陽
の
家
の
身
体
障
害
者
だ

け
が
従
業
員
な
ん
で
す
。
そ
の
障
害
者

一
人
一
八
に
あ
わ
せ
て
、
十
分
健
常
者

と
同
じ
生
産
能
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ
た
。
こ
れ
だ
け

の
投
資
を
オ
ム
ロ
ン
が
責
任
を
持
っ
て

全
部
や
り
ま
す
か
ら
、
、
生
産
効
率
は
必

ず
健
常
者
並
み
に
上
げ
て
！
・
だ
さ
い
と

や
っ
た
ん
で
す
ね
。
見
事
に
こ
れ
が
成

功
し
た
。

　
こ
れ
を
六
十
五
歳
ま
で
の
い
わ
ゆ
る

中
高
年
層
に
適
応
で
き
ま
す
。
こ
れ
だ

け
電
子
工
学
が
発
達
し
ま
す
と
、
同
じ

生
産
効
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
も
、
企
業
側
と
し
て
考
え
て

い
く
ぺ
き
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

り
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
だ
め
な
ん
で

し
ょ
う
ね
。

ゆ
と
り
創
造
は

二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

外
尾
　
ゆ
と
り
創
造
と
い
う
の
は
、
二

十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
だ
と
思
う
ん

で
す
。
日
本
の
社
会
を
ど
う
変
え
て

い
く
か
と
い
う
問
題
と
直
結
し
ま
す
か

ら
。
今
日
市
長
か
ら
う
か
が
っ
た
内
容

な
ど
も
踏
ま
え
で
、
、
一
月
中
に
ゆ
と
り

創
造
の
プ
ラ
ン
を
お
渡
し
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
息
の
長

い
運
動
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

市
長
　
ゆ
と
り
創
造
が
二
十
一
世
紀
の

扉
を
開
く
キ
ー
ワ
ー
ド
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
価
値
観
を
変
え
る
と
い
う
の
は

大
き
な
仕
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。
今
ま

で
は
経
済
効
率
だ
け
が
正
義
だ
と
い
う

こ
と
で
ず
っ
と
生
き
て
き
た
ん
で
す
か

ら
、
相
当
徹
底
し
た
P
R
も
必
要
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
P
R
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
な
る
ほ
ど
、
、
・
ら

し
日
本
一
と
は
浮
、
う
い
う
意
昧
か
」
と

い
う
こ
と
も
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。

　
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

θ



晴れの叙勲おめでとうございます

平成3年の春・秋の叙勲ならびに

高齢者叙勲に市内から7名の』方が受

章されました。本当におめでとうご

ざいます。

受章された皆さんは、それぞれの

分野て地道に職務を全うされ、社会

に貫献された功績が認めら才して叙勲

の栄誉に輝きました。

勲五等瑞宝章

三沢賢吾氏

（農業振興功労）

噸渉

昭和21年から42年間、一貫して地域

農業の発展に寄与され、農業経済の

改善に貢献されました。

藍綬褒章

（更生保護功労）　　　　　歩

勲五等瑞宝章

　　　　　　　ヂき
鈴木彦一氏
（地方自？台功労）r亀〃

昭和45年、市議会議員に当選以来、

17年間議員として在職きれ、地方自

治の発展のために寄与されました。

昭和32年に保護司を委嘱され、以来

34年余りにわたり、情熱を傾けて更

生保護事業に尽くされました。

勲六等瑞宝章

渡辺正雄氏
　　　　　　く蕩レ
にけし製作技能功労）

昭和25年に独力でロクロ技術を習得

され、以来終始、創作・新型こけし

の考案・製作に従事されました。

勲五等双光旭日章

　　　　　　　　だう
伊深伊勢次氏

　　　　　　　くか
〔運輸行政事務功労）

昭和12年に日本国有鉄道仙台駅駅手

として奉職され、次いで運輸省仙台

陸運局などの要職を歴任されました。

勲六等瑞宝章

小熊源平氏

（消防功労）

承
，

　　ノ
刷Lレ

勲五等瑞宝章
乙）

昭和28年消防団員を拝命以来、火災

の防御活動に率先して出動され、市

民の財産の保全に貢献されました。

奪響』翰’

　　　　（本郷第三）

　後藤さとさん（県食生活改善推進

・員連絡協議会会長）が10月16日、栄

1養改善事業に尽力したとして、厚生

　大臣から表彰されました。

小川　一道氏

　　　　　　o
（教育功労）

大正12年に小学校教員として奉職以

来、36年の永きにわたり地域の教育

振興に精進されました。

　　　　　　　　か　　けさとさんは、長男が乳児脚気にかi

かったとき、医師から「お』母さんがi

作る食事が大事」と教えられたのが「

きっかけで、昭和30年から栄養改善

事業に携わってきました。「家族が元

気でいられるのも食改のおかげ。、恩

を返す意味でも市民のために少しで’

も力になりたい」と、食改にかける

情熱が表彰に結びついたのでしょうσ

みなさんからの素敵な

情報を待ってます

若い者には負けられん！

自石市高齢者大学研究室の閉校式

が11月22日、中央公民館で行われ、

一年間学んだ48名の研究生に終了証

が手渡されました。

　この研究室は、平成元年度に高齢

者大学院を卒業し、もっと学びたい

という方を対象に開かれたものです。

終了証を受け取った受講者は、「勉

強に終わりはありません。また来年

参加します」と意欲は衰えることが

ありません。見習いたいですネ。

　　　漕種醗

　　ド　　　　　　　　　　　　　声

，
著

　
　
ぎ

　
ガ
麹

　
　
　
ノ

幅
　
　
一
　
　
　
転

灘通
ノ
一

やつぱり基本が大切

　11月19日、白石東中学校で東北電

力女子バスケットボールチームが、

白中、東中の生徒60名を対象に、バ

スケットの指導にあたりました。

　これは、東北電力が地域の方々と

の交流を深めようと各地で実施して

いるもので、バスケットボー1レのほ

かサッカー教室も行っているという

ことです。
亡闘高『

　　　　　　　　紅
　　　　　　　　、1．、守

　　　　　　　　・　㌧＼

　　　　　｝　　b』

　　　1　　ミし

．臨、鳳』，

ストレッチ体操、ドリブ1レ、バノ

シング、シュートと宮城の強豪チー

ムによる熱心な指導に、生徒たちも

一生懸命。フリースローが次々と決

まりはじめ、早くも練習の成果があ

らわれていました。
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麟

かわいい晴れ着で檜舞台

羅

11月16日、碧水園（古典芸能伝承

の館）能楽堂で、白川保育園の園生

による発表会が行われ、参観した父

兄から「かわいい！」の歓声と拍手

に包まれました。

例年は保育園で行われているこの

行事。今年は碧水園が完成したこと

で、ぜひ園生にも使わせてほしいと

　
陪
幽
，
難
，

　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
ー
、
．
、

諏

申し入れがあり実現したものです。

園生たちは、「とうりゃんせ」など

のわらべうたに合わせた遊戯や、鼻

に白粉をつけてもらい、きれいな晴

れ着で「さくらさくら」の踊りなど

を披露しました。

また12月7日には、西・南・大鷹

沢・小原保育園の合同発表会が同じ

く碧水園で開かれました。

町を汚さないでノ

炉 ㎏
紬

P

、瀟
，豊，

　　｝　1‘．藤門ダーl
r
、
ヤ
　
　
　
　 鰍

…窟噸賊漉～

12月8日、「きれいな町で年を越そ

う」と、南町の老人クラブ（長寿会）

やP　TA、子供会の約40名が、南町

地区一帯の清掃を行いました。

南町地区では毎月第1木曜日、長

寿会の方々が清掃を行っていますが、

年末にはこのように、子供たちをは

じめ多くの方々が参加してのいわゆ

る“南町クリーン作戦”が展開され

ています。そのためか、毎年ゴミも

減少し、地区内でも環境美化の意識

が高まってきているとか。

　さあ、あなたも7リーン作戦を実

施1、、“美の町自石”を築きましょう。

版画っておもしろいねノ

　12月1日、働く婦人の家で手作り

年賀状教室が行われ、木版によるオ

リジナルの年賀状づくりに挑戦しま

した。

　教室には小学生とその母親16名が

参加。下絵で書いた線だけを彫る陰

刻多色刷りという技法を使いました。

彫刻刀の扱いも危なげな子も、お母

さんの手伝いをもらってきれいに刷

り上がった年賀状を見てにっこり。

　今年の年賀状は大切に残しておい

てくださいネ。だって世界に一つし

かない年賀状ですから。

　　　“顧㌔

　　、誌　　　　　麺

白石に新たな名所！？

　10月末から11月中旬にかけて、大

鷹沢の東沢農免道沿い（堀ノ内地区）

はコスモスでいっぱいo

　これは、土砂崩れ防止と楽しく通

れる道づくりのため、大河原土地改

良事務所が種を植え、地元の方々が

管理し育てあげたものです。

　　　　　　．霧灘

　　　　　　諜．

　　　　　　　ず　　　　説畷　　　　馴
　　　　轟・
　　　　露　　　　　i
　　　　　『
　　　　　』
　　　賎還＿、、　　　　．躍
　どこで耳にしたのか休日になると

家族連れでやってくる人も多く、地

元の方々はその反響にびっくり。管

理を行った一人である村上幸夫さん

（三沢）は、「まさかここまで咲くと

は思いませんでした。もっともっと

広げてコスモス街道にしたいですネ」

と、声を弾ませながら話しでくれま

した。

473の気持ちいい汗ノ

　市内の小学生から一般まで473名

が参加して、11月23日第27回断郊競

走大会が開かれました。

　小学生の2．9㎞から高校・一般の

9．8㎞まで体力に合ったコースを設

定。緑地陸上競技場をスタートした

選手たちは、コース途中の関門で腕

にマジックで通過の目印をもらいな

がらゴールを目指しました。

　この競走大会で平成3年の陸上大

会は終わり、元旦マラソンで新しい

シーズンカ咳台まりますQ
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大
宮
　
き
み

　
「
評
」
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
み

な
さ
ん
の
ご
健
詠
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
今
月
も

そ
ろ
っ
て
良
い
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
対
象
物

に
向
い
的
確
に
表
現
す
る
努
力
を
し
た
歌
、
生
活
の

に
お
い
の
す
る
歌
、
旅
の
歌
、
い
ず
れ
も
立
派
な
叙

情
歌
、
叙
景
歌
で
す
。

流
れ
に
も
慣
れ
て
白
鳥
羽
づ
く
ろ
ふ
　
佐
藤
　
周
子

老
ゆ
え
か
何
か
淋
し
き
十
三
夜
　
　
　
近
内
　
キ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
ゆ

湯
の
花
の
匂
ひ
ほ
の
か
に
温
泉
小
春
三
浦
　
愛
嶺

．
鮭
ウ
．
跨
：
詫
；
鴇
・
窒
㍗
　
り
　
　
・
鍔
・
・
纏
・
・
跨
’
ム
廃
・
■
慧
　
　
　
　
　
窓
：
慧
　
號
“
：
諺
：
麗
、

（
小
原
小
3
年
）

鮭
　
会
甲
　
麓
　

霧
　
ハ
｝
　
§
　
釜V

　
［
ー
　
、
ー
　
　
、
　
　
『
　
鍍
W
　
釜

綿
虫
の
羽
根
よ
り
大
き
綿
を
持
ち

来
る
筈
の
生
徒
休
み
し
夜
学
か
な

古
袴
人
形
の
ご
と
文
化
の
日

漬
物
を
茶
う
け
に
す
す
め
炉
端
妻

臼
鳥
の
車
窓
に
よ
り
て
騒
ぎ
を
り

遠
ち
こ
ち
に
草
紅
葉
し
て
長
者
原

岩
に
き
ざ
む
観
音
様
に
紅
葉
ち
る

「
評
」
］
旬
目
、

づ
く
ろ
い
を
し
て
い
る
自
鳥
で
あ
る
。

の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、

じ
る
老
で
あ
る
。
三
句
目
、

湯
花
が
よ
く
匂
っ
て
い
る
山
の
湯
宿
。

〇
一
月
は
新
年
旬
会
と
い
た
し
ま
す
。

、
切ツケる影う

・
憲
　
　
麗
　
・
駕
　
　
鍵
り
　
霧
　
　
、
約

鈴
木
民
子

勅
使
瓦
令
造

赤
間
た
か
子

岩
沢
　
伍
峯

佐
藤
善
夫

若
桑
げ
ん
じ

川
村
静
恵

　
　
　
　
沿
び
え
て
い
た
急
な
流
れ
に
も
乗

す
っ
か
り
浮
き
馴
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
悠
々
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
旬
目
、
年

　
　
　
　
　
十
三
夜
の
深
夜
も
淋
し
く
感

　
　
　
　
　
　
　
小
春
日
和
の
晴
れ
た
日
、

鈴
木
誤
差
選

　
聞
え
な
い
振
り
を
す
る
の
も
老
い
の
知
恵
草
野

　
百
万
円
も
ら
う
つ
も
り
の
万
歩
計
　
　
山
田

鷺Ψ

建W

　・

谷
・
・
叢
”
虜
恥
・
霧
　
詫
・
・
纏
・
－
軍
｝
欝
・
・
霧
・
－
欝
・
、
雛
・
・
餐
ワ
p
縄
・
尾
鰐
・
■
鵠
・

　
清

風
柳

・
鵠
・
・
釜
・
』
圏
・

「
笛
を
ふ
く
友
達
」

　
　
斎
　
藤
　
太

（
越
河
小
5
年
）

離臼

　
需
・
・
総
　
　
急
．
・
・
年
り
　
八
色
　
　
郷
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎏
　
　
　
　
　
罵
　
　
塾

悪
い
方
に
不
思
議
と
当
る
天
気
予
報

孫
叱
る
か
わ
い
い
嫁
が
鬼
に
見
え

丸
ビ
ル
の
次
は
ド
ー
ム
が
枡
と
な
り

宝
く
じ
律
義
者
に
は
よ
く
は
ず
れ

大
臣
の
意
気
込
み
だ
け
は
皆
立
派

い
つ
の
間
に
か
母
を
見
下
ろ
す
背
の
高
さ
米
沢

故
郷
は
墓
場
だ
鮭
よ
な
ぜ
急
ぐ

箱
庭
の
手
入
れ
済
ま
せ
て
冬
を
待
つ

「
評
」
　
一
旬
目
、
聞
こ
え
な
い
か
ら
っ

を
甘
く
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
何
も
か
も
入
っ
て
い

る
の
が
、
老
い
の
知
恵
袋
。
二
句
目
、
足
は
第
二
の

心
臓
と
言
わ
れ
ま
す
。
歩
く
こ
と
が
何
よ
り
の
健
康

法
で
す
。
百
万
円
頂
く
の
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

窮
　
斧
　
　
　
　
　
　
ー
　
寄
｛

四
竈
英
夫

大
沼
　
妙
子

斎
蒔
　
平
吉
　
・

近
江
孫
太
郎

小
野
嘉
津
子

　
　
礼
子
　
瓢

宍
戸
　
　
広
　
．

鈴
木
セ
ツ
子
　
・

て
、
年
寄
り

　
　
　
　
　
桝

　
　
　
　
　
罵

　
　
　
　
　
甥

　
　
　
　
　
就

　
　
　
　
　
蹴

　
　
　
　
　
凱

　
〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
『
番
一
号
）
へ
。

喪
愈
筆
海
自
慈
　
　
　
霧
薯
璋
愈
壽
尊
憲
窓
串
室
詞
篤
』
海

　
　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
ハ
　
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
長
公
室
広
　
駕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
　
　
　
　
　
　
b
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∪ターンされた方に聞いてみました

　古山博美さん
　　（21・大平坂谷）

昭和63年、白石女子高校卒

業後、静岡県の観光バス会

社に就職。平成2年6月（株）

サンパックに勤務。今では

会社の貴重な戦力となって

います。

ず嬉鑑
　　U勾ロシ◎＆A

Al
①バスガイドをしていました。

②お客様と長時聞いるため、神経を

使うことや、勤務時間が不規則で

体調を崩したためです。

③ハローワークで勧められました．

④事務関係の仕事です。

⑤向こうでは臨時収入もあり、収入

面では多少差がありますが、勤務

時間がきちんとしており、収入も

充分だと思います。

⑥戻ってよかったと思います。

⑦全く違う仕事に転職し、不安があ

　りましたが、会社の方々が親切で、

本当に感謝しています。ショッピ

　ングではたまに仙台に行きますが、

自石はとてもよい所だと思います。

　我妻　宏さん
　（21・越河五賀）

平成元年、白石工業高校卒

業後、茨城県の化学・電気

関係の会社に就職。平成3

年1月から㈱卜一キン白石

に勤務。白石で一生頑張り

たいと燃える好青年です。

Ql
①Uターンされる前はどんな仕事で

　したか？

②地元に戻るきっかけはどんなこと

でしたか？

③どうやって今の会社に就職を決め

ましたか？

④いま、どんな仕事をしていますか

　9

⑤収入面での差はありますか？

⑥白石に戻ってどうですか？

⑦会社や白石市に何か希望がありま

すか？

身体障害者手帳・療育手帳を

お持ちの方へ

　タクシー運賃が

　　　割引になります
平成3年12月1日から身体障害者手

帳、又は療育手帳をお持ちの方に対し、

タクシー運賃を割引するという制度が

できました。（この制度は、宮城県内の

タクシー会社が割引額を負担し、社会

福祉のために貢献するという目的で実

施するものです）

身体障害者手帳、又は療育手帳をお

持ちの方で、タクシー運賃の割引を受

けようとする方は、下記により割引申

込書をお受け取りください。

o交付場所　市社会福祉事務所、各事

務連絡所、大平・福岡・深谷各公民館

○持参するもの

身体障害者手帳又は療育手帳

詳しくは、市社会福祉事務所福祉係

奮25－2111（内線）155、156へ。

A●

①テレビの基盤製造の仕事です。

②会社と寮との毎日だったので、こ

　こで一生をと考えた時、やはり戻

　ろうと思いました。

③ハローワークや友人から勧められ

て決めました。

④電子部品製造の仕事です。

⑤向こうとあまり差はありません。

◎1両親とも一緒に生活ができ、仕事

　もやりがいがありますし、自石に

帰って良かったと思います。

⑦会社も白石も良いところなので、

何もありません。一生白石で頑張

　りたいと考えていますo

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
身
体
、
又
は
精
神
に
重
度
・
中
度

　
　
父
親
の
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
　
　
　
の
障
害
を
も
つ
児
童
を
養
育
し
て
い

　
い
る
方
に
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
　
　
る
方
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
※
父
親
が
極
め
て
重
度
の
障
害
者
の
　
　
　
●
支
給
額
（
月
額
）

　
　
場
合
を
含
む
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
度
　
四
万
四
千
九
百
円

　
●
支
給
額
（
月
額
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
度
　
二
万
九
千
九
百
三
十
円

　
　
　
児
童
一
人
の
場
合
三
万
七
千
円
　
　
　
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
福

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
　
　
　
　
　
　
　
祉
係
a
二
五
－
二
≡
（
内
線
）
一
五
六
へ

禦嘆・弘

　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
に
向
い
、
路

面
の
積
雪
、
凍
結
等
が
原
因
で
走
行
時

に
お
け
る
滑
走
事
故
が
多
発
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
す
る
た
め

安
全
な
速
度
で
充
分
な
車
間
距
離
を
と

り
、
早
め
の
出
発
で
心
に
ゆ
と
り
を
も

っ
た
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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ハローワーク白石から

　　レ
に1

　、　蝋ヂ『～一 書
肇

蓋　　’■

▲12月7日合同求人説明会が市民会館で聞かれました。

いま白石の企業では、Uターン就

職を希望される方を受け入れるため

に、魅力ある職場づくン）に力を入れ

ています。

物価が高く住みにくい首都圏を離

れ、白石でゆとりある生活をしたい、

両親の老後が心配、自石でやりがい

のある仕事を見つけたいという「あ

なた」。今がUターン就職の絶好のチ

ャンスです。

就職を希望される方は、面接前に

ハローワーク白石（白石公共職業安

定所智25－3107）にお』気軽にお問い

合わせください。

なお、ふるさとの求人情報は、次

のところでも扱っています。

○ふるさと宮城人材ネットワーク

　東京情報センター

　（宮城県東京事務所

　　　　奮03－3263－2851）

○人材Uターンセンター

　（東京交通会館

　　　　費03－32！7－8609）

・求人募集事業所（一部のみ掲載しております）・

所
タ
場
石
ウ
エ
㈱
㈱
㈱
㈱
店
㈱
所
㈱

作
盗
臼
ユ
通
姦
業
産
本
樵
業

製
コ
白
ン
チ
　
ツ
ワ
エ
　
・
舶
産

　
二
菱
　
　
　
城
　
　
コ
ク

㈱
ソ
花
㈱
㈱
東
バ
宮
半
白
㈱
ワ
㈱
仙

ン
圓
グ
場
ヤ
場
一
㈱
ロ
や
組
組
所
㈱

シ
麺
計
肛
タ
業
ら
　
も

　
　
臼
キ
　
一
　
ム
つ
佐
間

製
二
㈱
白
し
　
　
ウ

オ
　
　
　

㈱
モ
孚
　
か
　
　
機
ハ

　
　
ギ

中
ヤ
ツ
カ
業
石
　
コ
館
遊
平
　
井

ヤ
ー
盛
誓
田
旅
　
ヂ

㈱
畑
㈱
東
㈲
片
㈱
山
㈱
㈱
㈱
㈱
後
サ

㈱　村　正　建　設

働吉見製麺所
㈲菊地タクシー
㈱アバンギヤルド
㈲　マ　ル　ハ　ン

臼石観光タクシー㈱

㈲東京建材店
㈱青木製作所
広栄工業㈱東北支店

白石ポリテックス工業㈱

㈱サンパソク
（有）ヌカザワ工業

㈱サンリツ白石事業所

白石ケリーニング協同組合

、

オ越の艶
“　謹　　、7　　　γ
　　磐
　　ユド　マハ

讐「£

　　　驚
白石公共職業安定所長

　渡部　豊さん
あけまして

　おめでとうございます

内需をよりどころとした

国内の景気は、昨年の後半

からやや陰りが見え始めて

きています。

　しかし、企業の生産活動

は活発で、人手不足はなか

なか解消されておりません。

管内の有効求人陪率は、1

倍を超える水準にあります。

　この人手不足を何とか解

￥肖しようと、　ノ・ローワーク

自石では、自石商工会議所

や宮城雇用促進センターと

ともに、人材確保研究会を

設置しました。

　今年もUターンを希望さ

れる方々には、豊富で新鮮

な情幸艮を提f其していこうと、

スダッフー同決意を新たに

しておりますq
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16

が《
夢

贈
魅

頼
ん
で
な
い
商
品
を
送
り
付
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悪
質
商
法
に
ご
注
意
！

　
「
頼
ん
で
な
い
商
品
が
送
り
付
け
ら

れ
て
来
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
．
．

　
突
然
健
康
器
具
の
ハ
ン
ド
ゲ
リ
ッ
プ

が
届
け
ら
れ
「
当
社
へ
の
寄
付
の
た
め

こ
の
商
品
を
二
千
円
で
お
買
上
げ
く
だ

さ
い
」
と
の
手
紙
と
代
金
振
込
用
紙
が

同
封
さ
れ
て
い
た
。

　
面
識
の
な
い
消
費
者
に
商
品
を
一
方

的
に
送
り
付
け
る
手
口
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

・
オ
プ
シ
ョ
ン
）
の
場
合
、
送
ら
れ
た
商

品
に
手
を
付
け
な
い
ま
ま
届
い
た
日
か

ら
十
四
日
以
上
保
管
す
る
か
、
送
り
主

の
業
者
に
商
品
の
引
き
取
り
請
求
し
た

そ
の
日
か
ら
七
日
間
以
上
保
管
し
て
も

業
者
が
引
き
取
ら
な
い
場
合
に
は
、
商
品

を
送
ら
れ
た
本
人
が
自
由
に
そ
の
商
品

を
処
分
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
ハ
ン
ド
グ
リ

ッ
プ
が
届
け
ら
れ
て
か
ら
四
週
間
以
上

た
っ
て
も
、
業
者
か
ら
の
電
話
や
手
紙

は
全
く
な
か
っ
た
た
め
、
と
く
に
こ
じ

れ
る
こ
と
も
な
く
落
着
し
ま
し
た
。

　
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
の
場
合
、

一
般
的
に
う
っ
か
り
代
金
を
支
払
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
代
金
の
支
払
い
と
同
時
に
商
品
の
売

買
契
約
が
成
立
す
る
こ
と
に
十
分
注
意

し
、
悪
質
商
法
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
こ
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
商
品
と
し
て
は
書
籍
、
日
刊
誌
、
健

康
食
品
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
「
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
る
運
動
に
」

な
ど
と
あ
り
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
、
代

金
を
支
払
う
義
務
は
な
い
し
、
品
物
を

送
り
返
す
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

躍
貧

　
）

　
　
ン

．
O

へも『

も

　
　
　
’
o
〆

O

　
二
十
歳
か
ら
国
民
年
金

　
二
十
歳
に
な
る
と
、
成
人
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
権
利
や
義
務
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の

一
つ
で
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
す

べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
「
年
金

な
ん
て
ま
だ
先
の
こ
と
」
と
思
わ
ず
、

長
い
人
生
ど
ん
な
災
難
（
事
故
）
や
老

後
の
生
活
が
待
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　
そ
れ
ら
に
備
え
る
の
が
国
民
年
金
で

す
D

年
金
は

　
　
世
代
と
世
代
の

　
　
　
　
　
助
け
合
い

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
若
い
世
代

の
人
た
ち
が
納
め
た
保
険
料
を
、
年
金

の
受
給
者
に
支
給
す
る
と
い
う
仕
組
み

で
「
自
分
の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め
」

の
年
金
で
す
。

　
ま
た
、
年
金
の
支
給
以
外
に
も
積
み

立
て
ら
れ
、
安
全
、
有
利
に
運
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
部
は
、
地
域
住
民
の
た
め
に

公
共
福
祉
施
設
の
建
設
費
等
と
し
て
、

（
ウ
病
院
事
業
◎
簡
易
水
道
事
業
㊤
住
宅

事
業
⑳
厚
生
福
祉
施
設
整
備
事
業
な
ど

社
会
作
り
に
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。

騨一■一●一〇＿

平成4年度

市
民
税
・
県
民
税
申
告
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
旦
・
百
～
三
月
＋
六
日
）

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は
二
月

三
目
か
ら
三
月
十
六
日
ま
で
、
次
の
日
程

で
お
こ
な
い
ま
す
。
指
定
の
会
場
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
必
要
と
す
る
方

　
今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
住

所
を
有
し
て
い
た
方
は
、
原
則
と
し
て

申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。〔

該
当
者
〕

O
商
業
・
農
業
・
製
造
業
な
ど
の
事
業

　
を
営
ん
で
い
る
方

O
譲
渡
・
不
動
産
・
配
当
・
利
子

収
入
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た
方

○
給
与
所
得
ま
た
は
公
的
年
金
等

民
年
金
、
厚
生
年
金
、

各
種
共
済
組
合
年
金
な
ど
）

所
得
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
方

○
給
与
ま
た
は
公
的
年
金
等
を
、

・
雑

　
　
　
（
国

農
業
者
年
金
、

　
　
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
か

所
以
上
の
事
業
所
ま
た
は
公
的
年
金

等
支
払
者
か
ら
受
け
て
い
る
方

碧．・

。・

％
．
※

饗驕馨

○
給
与
所
得
者
ま
た
は
公
的
年
金
等
所

得
者
で
、
事
業
所
ま
た
は
公
的
年
金

　
等
支
払
者
か
ら
、
給
与
支
払
報
告
書
、

　ま

た
は
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が

白
石
市
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

○
所
得
の
な
か
っ
た
方
も
、
申
告
書
の

　
裏
面
に
、
所
得
の
な
か
っ
た
事
由
を

　
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

　
提
出
さ
れ
る
方
や
給
与
支
払
報
告
書
、

国
民
健
康
保
険
と

交
通
事
故

　
交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、
国

民
健
康
保
険
で
治
療
を
受
け
ら
、
れ
な
い

と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
、
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
交
通
事
故
の
場
合
で
も
届
出
を
す
れ

ば
国
民
健
康
保
険
で
治
療
す
る
こ
と
か

で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が

白
石
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
、

申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

○
所
得
の
状
況
が
明
ら
か
な
帳
薄
や
領

収
書
、
ま
た
は
こ
れ
ら
が
確
認
で
き

　
る
も
の
（
計
算
資
料
な
ど
）

○
配
偶
者
・
扶
養
親
族
な
ど
の
収
入
額

　
が
わ
か
る
も
の

○
医
療
費
な
ど
の
受
領
書

o
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
な
ど
の

　
支
払
証
明
書
な
ど

○
印
か
ん

所
得
税
の
確
定
申
告

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
平
成
三
年

中
の
所
得
と
、
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税

の
納
め
過
ぎ
や
、
不
足
分
を
精
算
す
る

た
め
の
申
告
で
す
。

　
源
泉
徴
収
票
や
予
定
納
税
で
納
め
過

ぎ
に
な
っ
て
い
る
方
、
給
与
所
得
な
ど

で
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
ら

れ
る
方
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
ら
れ

る
方
、
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後

就
職
し
な
い
た
め
年
末
調
整
を
受
け
な

か
っ
た
方
等
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
、
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
税
金

は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
税
金
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

二
月
十
五
日
以
前
で
も
、
税
務
署
で
申

告
書
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
か
ら
、
早

め
に
申
告
を
し
て
還
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
確
定
申
告
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

は
、
税
務
署
か
ら
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま

す
が
、
今
年
は
じ
め
て
の
方
等
は
、
税

務
署
又
は
市
役
所
税
務
課
の
窓
口
か
ら

用
紙
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

★市・県民税申告相談日程表
2月3日～3月16日・午前9：00～11：00　午後1：00～4：00

〆

露治自
口

　　午　　後

酪農事業者

1福岡全地区）

北区・三住

　　午　　前

西区上・南区

ヨヂ
ノ
　
　
ゑ

ロ
リ
　
ロ

会
場

会

西区下・東区

滝上・尾箆下滝

たば二耕作者

（全地区〉

南町

／25深
火　谷

　　公

26民
水館

27

木

28

金

午後
赤井畑・大熊・塩倉

猿鼻・赤坂・湯元

明戸・小久保平

2区・3－1区

4区・5区・6区

田田丁
ワ
ロー

月

9
」

市
6区・7区

西益岡

東益岡・清水小路

寿町

柳町

本町・中町・長町

亘理町・新町

短ケ町・中益岡

　
役

　
　
4

　
　
　
水

た
、

39区・10区

4－1区・4－2区

本郷第一・鷹町

本郷第三

　　　戸斤

　　　大

7－1区・7－2区
8区

2区・6区

君B山本郷第二・本郷第四
　
会

『
9
｝

月
4区・7区

上郡山小下倉

寿山鷹巣・緑が丘
議

1
火

3区・4区・6区

1

上記の日程で申告できなかった方

12

木
室

9区・11）区・11区・

12区

鎌先・弥治郎・大網

13

金

山根

16

月

蔵王・不忘・川原子

○吟・後、地方税法が改正されることもありますのでご注意ください。

○譲渡所得・者（税務署から日時指定の方）の申告相談は、2月12・13日、市役所大会議室です。

○申告期限が近くなる程に待ち時間が長くなります。日程表による指定日に都合の悪い方はでき

　るだけ当該地区会場で、早めに申告してください。

○各地区公民館の申告相談日は、担当職員が全員公民館に移動します（T）で、市役所では申告でき

　ません、）

○この申告は、市民税・県民税が算定されるばかりでなく、国民健康保険税の算定・児童手当・

　重度心身障害者医療費等の支給基礎算定のほか、収入・所得など各種証明の資料となります，

　忘れないで申告してください。

○市税の納付は口座振替で。ご希望の方は申告会場に「預金通帳・印鑑・納税通知書」をご持参

　ください。

○たばこ耕作者（全地区1の申告相談は、2月28日午f麦1時～4時市役所大会議室です。

●
国
民
健
康
保
険
で

治
療
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
？

て口　　　　　自

　　午　　前

上戸沢・下戸沢

冷清水

東・中北・新町

ヨノ
！
　
甚

ヒ
　
ロ

会
場

つ
ロ
　
　
　
　
　
ユ

ー
月
　
　
　
尺

り
ら 小

原
公
民
館

大平1区・8区

大平3－2区・7区

越河1区・2区
3区

越河4区・5区
8区

斎川1区・2区
3区

斎川5区・6区

5大

水平
　公
6民

木館

7越

金河
　公
10民
目館

12

水
1
3
木

斎
川
公
民
館

臼川1区

臼III3区・5区

M
金
　
1
7
月

自
川
公
民
館

大鷹沢1区・2区・

田中

大鷹沢5区・7区・

8区

上原・下原・山ノ下

　　大
　　鷹
　　　尺

　　　ル　　云
　　民
　　　官

1中

八宮・芹沢

20

木
2
1
金
2
4
月

　
福
岡
公
民
館

　
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
治
療
費
を
国

民
健
康
保
険
で
一
時
立
替
え
て
支
払
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
立
替
え
て
支
払
っ

た
治
療
費
は
、
あ
と
で
加
害
者
（
自
賠

責
・
任
意
保
険
が
あ
る
場
合
は
損
保
会

社
）
へ
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

●
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
必
ず

　
　
警
察
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う

　
事
故
証
明
書
が
な
い
と
掻
保
会
社
へ

請
求
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

事
故
に
あ
っ
た
ら
必
ず
警
察
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
保
健
衛
生
課
国
民
健

康
保
険
係
盈
二
五
⊥
二
一
一
（
内
線
）

　
　
　
・
六
〇
五
へ
、

六
〇
四　　　　こころ豊かに

ボランティアの輪をひろげよう

ヤ
　
る
　
　
　
リ
ァ
ら
コ
り
ト
リ
ぴ
ゅ
ア
ヲ

17



18

際の
ロ

　
　
　
妙

ρ

勿暫申シリ

・
趣

む
」

’
ん

高橋　ふみさん（越河

と
り
肉
と
じ
ゃ
が
芋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
乳
煮

〔
材
料
〕
六
人
分

と
り
肉
枷
9
、
酒
・
し
ょ
う
ゆ
・
サ
ラ

ダ
油
各
大
さ
じ
2
、
じ
ゃ
が
芋
中
4
個
、

に
ん
じ
ん
中
1
本
、
玉
ね
ぎ
中
2
個
、

牛
乳
㎜
㏄
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
大
さ
じ
2
、

水
㎜
Q
α
、
パ
ン
粉
大
さ
じ
3
、
塩
・
コ

シ
ョ
ウ
各
少
々
、
パ
セ
リ
少
々

，・、戸

〔
作
り
方
〕

0
と
り
肉
は
2
～
3
㎝
の
角
切
り
に
し
、

酒
、
し
ょ
う
油
を
ふ
り
か
け
3
0
分
お
く
。

②
じ
ゃ
が
芋
は
一
口
大
、
に
ん
じ
ん
は

少
さ
め
に
そ
れ
ぞ
れ
乱
切
り
す
る
。

玉
ね
ぎ
は
ー
㎝
幅
の
く
し
形
に
切
る
。

0
厚
手
の
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
ー
を

　　　　　鞭　・r’匁ロ註　　』一　　聾　

　サラダ油と天ぷら油
　サラダ油は、マヨネーズソースや

フレンチドレッシング等によく利用

されます。用途の性格上、ベトっか

ないこと・冷蔵庫に入れたとき分離

しないこと・固化しないことが要求

されるため、天ぷら油の精製工程よ

り一工程多く、＝≡≦ウインタリングが行

われています。

　天ぷら油は、揚げ物に使用すると

香味、色よく仕上がります。

※低温、通常5℃に放置して出る結

　晶を除去する工程

入
れ
、
と
り
肉
を
し
っ
か
り
炊
め
る
。

④
③
の
と
り
肉
を
皿
に
出
し
、
そ
れ
を

取
り
出
し
た
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ

ー
を
入
れ
、
②
を
炊
め
る
。
油
が
ま

わ
っ
た
ら
水
で
と
い
た
ス
キ
ム
ミ
ル

ク
と
牛
乳
を
入
れ
る
。

⑤
④
の
具
が
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
強
火

の
ち
中
火
で
煮
る
。

⑥
⑤
に
皿
に
出
し
て
お
い
た
と
り
肉
を

入
れ
、
パ
ン
粉
を
ふ
り
か
け
る
。

⑦
⑥
に
と
ろ
み
が
で
た
ら
、
塩
、
コ
シ

ョ
ウ
で
味
を
と
と
の
え
、
パ
セ
リ
の

み
じ
ん
切
り
を
散
ら
す
。

0
㊦
㊧
●
⑳
⑦
0

●
肉
、
野
菜
の
う
ま
味
、
牛
乳
の
コ
ク

で
薄
昧
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

体
が
暖
ま
る
言
㎜
で
す
。

●
ス
キ
ム
ミ
ル
ケ
で
栄
養
価
ア
ッ
ブ
’

（上昇品目）

食パン・バター・ティッシュペーパー・

　ラップ・洗濯用合成洗剤
（下降品目）

砂糖・牛乳
（横ばい品目）

小麦粉・即席中華めん・しょうゆ・サラ

　ダ油・マーガリン・トイレットペーパー

　アルミホイル・理髪料・パーマネント料

　カレーライス・タ丁油・ガソリン・軽油

（上昇品目）

食パン・即席中華めん・マーガリン・テ

　ィッシュペーパー・ラップ・パーマネン

　ト料

（下降品副

小麦粉・砂糖・しょうゆ・サラダ油・牛

　乳・バター・洗濯用合成洗剤・理髪料・

　カレーライス・灯油・ガソリン・軽油

※空白部分は調査品目の変更によるもので

　すG

消費生活モニター調査結果
　　　　　　　　　　　　調査年月日・平成3年12月2日
　　　　　　　　今月〔円）　　平均価格〔円1　　比較％　品　　同　　　　規　　　　格　　日＿　　　　　　　　　　　　　　　　　並
　　　　　　　取局価格最低価格　今　月　　前　月　前年同月　剛　月　前年同月前年同月

　114，0

　84．6

　101，2

　99．2

　80．1

　93，l

　lO5，3

　95，3

　99，2

　115．9

104，5

97，7

97，4

114．5

91．9

83，3

81．8

90，0

97，月

前月

101．2

100，0

100．0

　　96，8

100，0

100，0

100．5

　　97、4

101．1

109，8

100．7

105，9

100，0

102，0

100，0

100，0

ioO，（1

100，0

100，0

100，0

1｛）o，n

前年同月

　150

　221

　81

　244

　372

　424

　187

　236

　374

　126

22］

　　771

1、683

5，450

　　506

1，11）2

1，182

　　1411

　　　39

前月

　169

　187

　　82

　250

　298

　395

　196

　231

　367

　　133

　289

　218

　　140

　738

1，640

6，2⑳

171

187

465

917．88

967，43

126

71

　　　82

　　242

　　298

　　395

　　197

　　225

　　371

　　146

　　291

　　231

　　140

　　753

1，640

6，240

　　465

娼乳田

ロ
リ

リ
リ乳皿

126

71

最低価格

　150

　128

　　SO

　203

　265

　368

　180

　188

　358

　142

　283

　204

　100

　677

1，500

5，20「1

　360

　323

　828

　12∩

　　73

最高価格

　200

　240

　　84

　259

　320

　428

　204

　280

　390

　150

　298

　245

　173

　350

1，罰0

7．50r）

　50n

　992，92

1，069，M

　130，81

　　7fl，61

品　同

1，食’ξン

2，小麦粉
3．即帝中華めん

4．砂　糖

　　　　規　　　格

ン　並食1袋6～8枚切

粉薄力粉鞠

ん袋入り1009

糖上自糖鞠

ゆ　上級濃口1召ポリ容器天り

油　ポリ容器入り7009

　　カ1レトン入り’ノフト2259

乳　紙容器入り1，000cc

一力朴沃り2259

一姻椥2DO組騒箱槽
　　114皿皿＞f60111、シ　ン　ヴ’rレロ
一　　　一1し4　￥茅且

フ　幅3伽皿　長さ20m

，し　幅25cm　長さ8m

斉II灘準墨留、誕箱天り

料　小学生調髪

判コ司1ドシヨー1

フ外食並1皿

　　18ρ店頭価格
、由

　　1理配達料込価格

　　1ρ硫
、由　】〃現翁

5．しようゆ

5．号ラゲ油

7．マーガリン

8，牛　 乳

々
　
㌘テ

フ
、
　
ホ

ア

一
ツ

14．洗濯用合成洗斉II

l5，理　髪　料

16，P・一マわ1劃

17，カし一ラでフ

】呂，灯　　　　　、由

19．　　　・ろ一『㌘『11

2【L軽　　　　　、由

　　　　　　まなびあい
習大庭寿枝さん（畑

　白石編物技芸学校校長としての仕

事と並行して、現在意欲的に取り組

んでいるものに、白石ボランティア

友の会での施設の活動と、自石和紙

を使用した紙布織の勉強があります。

　昭和59年に白石ボランティア友の

会に入会し、翌年から娘と2人で陽

光園、あけぼの園に出かけ、棒針と
かき

鉤針による編み物を教えています。

　時折、「背中を揉みますか」などと

やさしい言葉をかけてくださったり、

何かにつけて素朴な心根に触れさせ

ていただくにつけ、これからも健康

に気をつけながら、末永くお付き合

いいただきたいと感じています。

　紙布織の方は、遠藤忠雄様の奥

さんであるまし子夫人のご指導のも

と、持ち前の技能を生かしながら白

石の伝統を継承させたいものと猛特

訓中です。

・将棋大会
　るリーグ戦とします。

○申込方法

　1月25日（土）までに、申込書に会

　費を添えて中央公民館へお申し込

　みください。（申込書は、中央公民

　館にあります）

　詳しくは、中央公民館費24－5377

26－2453へお問い合わせください。

働く婦人の家麿25－5095

◆書道サークル（清安
　　　サークル）生募集

○日時第1・3日曜日
　　　　午前9時30分～11時30分

○場　所　白石市働く婦人の家

○講　師宍戸茗峰先生（図南書道）

○会　費　1，500円

　※教材費は各自負担

◎11月16・17日
働く婦人の家まつり大好評ノ

　　　　　　　　　1
　　　　　　　　茎．　胴繋 一　　　　一、 議曙1淋
　　　4 　　　　免，，

　　　隣　　　o　　　　●

　　　　　　倉第11回公民館まつり
　　　　　　　　　　　文化講　演会

○日時平成4年2月20日（木）

　　　　午後7時～8日艶0分　　　1脳や撞
○会場自石市映公雌押一ル　　　　「一一、，
○講　師俳優　牟田　悌三氏　　　　　　　　　　　喩・一津

○演題「人生って支えあいっこ」　　　　　．噸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牟田　悌三氏

　　　　　㊨成人式には簡素な服装で！

　今年、市内で大人の仲聞入りをす　　　○日　時　平成4年1月15日（水）

る新成人は約530人で、これらの方　　　　　　　午前10時

々の成人式を右記のとおり行います。　○式場白石市中央公民館大ホール

　　　　　⑳新春囲碁
　中央公民館主催の「新春囲碁・将

棋大会」を次のとおり開催します。

　みなさん、ふるってご参加くださ

いo

O日時2月2日（日）午前9時開始

○会場　白石市中央公民館

○会　費1，000円（昼食代等〉

　　　ただし、中学生以下500円

○参加資格　市　民

○試合の方法

　　囲碁・将棋の部とも段級別によ

人の家から

婦
燦
塒
羅
蜥
灘
潔

厘期料理講座生募集　　◆特別講座生募集
中華料理の基礎を！～　　　　　〈木目込人形講座＞

時　　　　　　　　　　　　　作るよろこび、かざる楽しみ

i28日（火）、2月25日（火）、3月24　　　　3月のおひなさまをつくろうノ

1）それぞれ午前10時～12時　　○日時1月23日（木）、1月24日（金）、

所自石市働く婦人の家　　 2月13日（利、2月14日團それぞ

師　畠　つね先生　　　　　　　　　れ午前10時～12時

員18名　　　　　 ○場所自石市働く婦人の家

料実費　　　　　○講師菊地ふみ子先生
きするもの　エプロン、三角布　　○定　員　10名

　　　　　　　　　　　　　○材料実費（入形値段4，000円位

◆高齢化社会講座（3コース）生募集
　高齢化社会にずっと続けられる趣味をもとうノ（男性の方もどうぞ）

1月の休館日　1・2・3・4・6
　　　　　　　12。15・20・26日

備　考
ミス使用

　　600円位

1ス使用

　1．200円位

師

廣先生

講

醸

場　所

北白川園芸

大庭　寿枝先生

福島市

働く婦人の家

白石市

　働く婦人の家

　　　内　　　　　容

O冬の鉢物の手入れ

●自分の鉢を来年も咲かせるにはほ力

生涯学習　一他館の事業見学一

中国の健康体操花架拳講座晃学

その他音楽堂なども見学します。

日　　時

月27日卿

：30～14＝OO

O
目
ロ
ー

9
～

月
⑱

て
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は
装

る
〆
、

老
を

か
装

や
い

健
し

く
楽

望
（

3月23日帽1

0＝00～12：0
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仙南地域広域行政事務組合
　　　　　　　　　　　職員募集

O職種・採用予定人員

初級（消防）　男　若干名

○受験資格　昭和42年4月2日から

昭和49年4月1日までに生まれた

者で、学校教育法による高等学校

　を卒業した者、または平成4年3

月卒業見込みの者。

○試験日時

平成4年！月26日（日）午前10時から

○試験場

　仙南地域広域行政事務組合総合庁

　舎3階講堂（大河原町字新青川1

　－1）

O申込受付期間

　平成4年1月10日（金）まで

o申込方法　仙南地域広域行政事務

　組合総務課から所定の申込用紙の

　交付を受け申し込みください。

　詳しくは、仙南地域広域行政事務

組合総務課盈0224－52－2628へ。

宮城県立盲学校
入学案内について

○書類出願受付期間

平成4年2月14日㈹～2月20日休）

○学力検査日時

平成4年3月12日（木）8時30分から

○問い合わせ先　〒980仙台市青葉

区上杉6－5－1　宮城県立盲学校

魯022－234－6333

あすの宮城の
　　一ロ提言募集

　県では、21世紀の新たな県土づく

りのビジョンを描くため、新しい長

期総合計画を策定中です。より豊か

な未来の県土を築くための、意見、

提案、提言等をお寄せください。

○テーマ　21世紀の県土あるいは地

　　　　域づくりに関すること

O応募資格　県内にお住まいの方

○応募方法　郵送によるものとし、

　字数にっいてはだいたい400字以

　内とする。（ハガキも可）

○送付先　〒980仙台市青葉区本町

　3丁目8－1　宮城県企画部総合
　計画室「私の提言」係

○締切日　1月31日働

　詳しくは、宮城県企画部総合計画

室魯022－211－2408へ。

自衛官2等（陸・海・空）士を

　　　　募集しています

O応募資格18歳から27歳未満の男子。

　あと半年で18歳になる方も応募で

　きます。

O勤務通常8時30分～17時
　※第1・3土曜日は12時30分まで

o休　日

　日曜、祝日、第2・4土曜日ほか

O初任給　133，900円

　（9ヶ月後146，800円）

○その他　衣食住は無料

　　　　厚生施設等完備

詳しくは、市民課盈25－2111、ま

たは大河原募集事務所盈0224－53－

2185へお問い合わせください。

緑が丘県営住宅
　　　入居者募集

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

団地名

寿　山

型式

K

家　　賃
（敷金は3月分）

14，500円～

　16，500円

家
数

空
戸

20戸

　申し込み、問い合わせは、仙台市

青葉区上杉1－1－20　〔財／宮城県

建築住宅センター県営住宅課費02㍗

224－0014∫、。

21

市営住宅入居者
　　募集について

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

団地名

新館

寿　山

型式

3　K

3　K

家　　賃
（敷金は3月分）

3，000円～

　7，400円

3，300円～

　3．500円

家
数

空
戸

7戸

12戸

◎第二種住宅

　（収入基準115，000円以下）

団地名

緑が丘

新館

城南

型式

3DK

3　K

3DK

家　　賃
（敷金は3月分）

14，500円～

　18，000円

6，200円一
　12，600円

23，000円

家
数

空
戸

8戸

6戸

1戸

市建設課で随時先着順，に受付して

います。

詳しくは、市建設課住宅係盈25－

2111（内線）262へお問い合わせくだ

さい。

能力開発セミナー
　　　　受講生募集

　雇用促進事業団宮城技能開発セン

ターでは、1月開講の能力開発セミ

ナー受講生を募集しています。自己

啓発や資格取得を目指す人、初心者

など広く一般の方を対象としていま

すので、この機会にぜひ、ご参加を。

○講座
　パソコンマシン語（入門）、機械製

　図（基礎・応用）、2級技能検定農

　業機械整備（実技）、2級技能検定

　鉄筋組立てr学科）ほか

　詳しい内容、日時、受講料につい

てのお問い合わせは、〒985多賀城

市明月2－2－1　雇用促進事業団

宮城技能開発センター開発援助課

豊022－362－2254へ。

　（当日の参加受付は9時まで）

○会　場　白石市中央公民館

○競技方法　　トーナメント方式

　・区　分

　A組　小学生各学校出場生徒

　C組高校生各学校出場生徒
　　　　　　　　　　　　たて○賞　優勝者には、優勝杯、優勝楯

　を授与。　（5位まで入賞とします

　　　　　　　　　たてが、優勝杯と3位までの楯は、各

学校に飾ります）

障害者職業訓練校
　　　　　　　入校生募集

o応募資格
　・義務教育修了者又は、これと同

　等以上の学力があると認められ

　る障害者の方

　。障害の程度は、伝染性疾患、発

　作性疾患及び症状が固定してい

　ない方を除き、1・2年間の訓

　練に耐えられる方。

○募集科目及び定員

電子機器科10名、製本紙工科10名、

OA経理科20名、服飾ビジネス科10名、

OA情報科IO名、　　縫製実務科10名、

印　刷　科30名、福祉機器科10名、

広告デザイン科20名、理容科1（〕名

※OA情報科は高卒対象、製本紙工

科、縫製実務科は精神薄弱者対象

で、通校可能な19歳位までの方

　たて　念楯を贈ります。

○会費無料　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　ち　　（昼食各自持参のこと）　　　1

　　　　　　　　　　　　　～　詳しくは、公認宮城県かるた連盟！

　　　　　　　　　　　　　イ会長　高橋輝生費022－375－0848へ。1

一一一一一一一一一一一レー一一一一一一一一一一一一一一 一一、一一一一一イ

家庭介護技術講習会
　　　　受講生募集

O受講資格　介護分野への就業を希

望している仙南地域在住の婦人。

　ただし毎日受講できる方に限ります。

○講習内容　家庭介護の基礎及び実習

C）講習期間

平成4年2月20日～3月19日

※土、日曜を除く21日間

O講習時間　9時30分～15時30分

○講習会場

仙南地域職業訓練センター（柴田

町大字船岡字照内1－9）、その他

○定員26名
※定員超過の場合は抽選

○受講料無料
○受講申込期間

平成4年2月5日～2月7日
○申込方法　仙南地域職業訓練セン

　ター（費0224－57－15011で所定の

用紙に記入し申し込むこと。

詳しくは、宮城県婦人就業援助セ

ンダーa｛）22－297－6325■、。

○訓練期間

平成4年4月から平成5年3月ま
　での一年問。ただし、O　A情報科・

福祉機器科については2年課程。

○選考方法

　作文、面接及び適性検査による。

○願書受付締切日平成4年1月20日

o願書提出先　白石公共職業安定所

○選考日時　平成4年2月6日

○選考場所・問い合わせ先

〒981仙台市青葉区台原5－15－1

国立宮城障害者職業訓練校督022－

233－3124
0授業料　無　料

　※いろいろな特典あり

ひいてひかれて
第1回市民綱引大会
　　　　参加者募集

○日時平成4年2月9日（日）

　　　　9時開会（8時20分受付）

○会　場　白石中学校体育館

○種　目　小学生、中学生、一般の

　　　　各男女別とする。

　※競技は8名で行う。ただし、小

　学生は10名とする。

O参加資格　白石市に居注又は勤務

　する者で、一般社会人及び小中学

生（ただし、小学生は4年生以上）

　によって編成されたチーム。

○参加料　無　料

○主催　臼石市教育委員会

詳しくは、市教育委員会文化スポ

ーツ振興課25－2111（内線）413へ。

］生活の中にゆとりを！■

　磯撫鑛旛　灘

驚繍
攣、臥麟秘・、

撃纏、麟撫

へ
ふ だ

＾鷺灘．．．．．

　　　　　　　　』一
　　　　　　　　曝

市民農園の利用者を

　　　　　募集しま～す

　とれたての野菜は甕然の瞭その蘇

の。大鰻も人参も土の中で育窟れ、

私たちに暇穫の喜びをプレゼントし

てくれ蜜す。

　轟奪た・も欝罵農醜で野菜たちと浅

蓬に艇弄窟せんか？

　自石市では、農業者以外の市民の

皆さんが、自然とのふれあいの中で、

野菜や花などを栽培していただIlた

めに、市民農園を設置することにな

りました。

○開園日　平成4年4月1日

○場　所郡山平成地区内
○募集人員　80名

○貸付面積　一区画40nf

　rただし、一家庭一区画に限る）

O貸付料　年間5，000円

○貸付期間　1年間

○応募開始　1月15日～2月15日

　※応募者多数の場合は抽選となり

　ます。

　詳しくは、市農林課農政係餐25－

21111内線）222、または市農業協同組

合営農相談課費25一・3531までお問い

合わせください。

墜ゆ’．り創造宣言都市・白石市鰯
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白石市消防団

∴◆φ9’7’やー令Tg漏■∵◎、じ・。5∵」剛％・る㌦∵・　◆’・’◆・一●・○暫‘’ず∵や・’

消防出初式のお知らせ

ゆ　　　　　　　　　　ウ　　　～

○期　日　平成4年1月1日

Oコース　益岡公園駐車場→女子高

正門前→沢端川→八幡神社→白高

正門前→益岡公園→益岡公園駐車

場（お城山一周約2．5km）

○スタート　午削7時

※タイムを競うものではありません。

どなたでも自由にご参加ください。

○連絡先　白高陸上競技部O　B会

　　　渡辺知治盈25－2255まで。

競争入札参加資格申請

について（追加分）

アルコール依存症の
家族のつどい

○日時平成4年1月5日（日）

　　　午前7時～12時

○日程
（1）市内パレード　　9時

　（白二小→白石駅前→中町→白一小）

（2）式　典（自一小）　9時…40分

（3）一斉放水（白石川白石大橋上流）

　　　　　　　11時50分
※消防出初式当目午前7時、市内一

斉サイレンの吹鳴、並びに打鐘を

しますので、火災等と間違えない

ようご注意願います。

市では、平成3・4年度分建設工

事、コンサルタント及び物品等の競

争入札参加資格審査申請の追加受付

を次のとおり行います。

○資格有効期間　平成4年度

○受付期間　2月15日～2月29日

※第4土曜日、日曜日を除く

○受付場所　白石市役所総務課

○間い合わせ先

市総務課契約用度係

　費25－2111（内線）337
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お済みですか？

家屋取り壊し届

平成4年度償却資産申告は

お早めにノ
アルコール依存症患者のいる家族

の悩み等を出し合うため、っどいを

行っています。

○日時
1月29日、2月18日、3月17日

　　14時～15時30分

○会場　白石市健康センター

○間い合わせ先

仙南保健所白石支所魯25－2108

八宮荘の増床に

ついて

昨年の1月2日以降に、家屋の全

部又は、一部を取り壊した方は、平

成4年度から固定資産税の対象外と

なります。早めに、市税務課へ「家

屋取壊届」を提出してください。

届出用紙は窓口にありますので、

印鑑をご持参のうえご来庁ください。

詳しくは、市税務課固定資産税係

盈25－2111（内線）146～148へ。

電話加入権の

平成4年！月1日現在において、

臼石市内に事業の用に供する資産を

所有している方は、償却資産申告書

を提出しなければなりません。（償却

資産を他人に賃貸している方も含む）

○提出期限　平成4年1月31日まで

ですが、早めに提出してください。

※平成3年度償却資産申告書を提出

された方は、平成3年1月2日か

ら平成4年1月1日までの間の増

加資産及び減少資産についてのみ

申告してください。

※次の方は新たに償却資産申告書を

提出しなければなりません。

●新たに事業を開始されている方

●前年度に申告されなかった方

●すでに申告されている方で申告

　書の訂正を要する方

詳しくは、市税務課固定資産税係

智25－2111（内線）146～148へ。

公売について

i　納税相談夜間窓ロ　　l

i　税金が未納になっている方や経済1

窪的理由等により納付が困難な方で、言

…日中時間のとれない方は、夜問窓口｝

iをご利用ください。　　　　　　　1

…　今月は下記日程で開設いたします。｝

iO日時1月16日（木）・27日（月）　｝

…、　　　　午後5時～午後8時　　雪

書○場所・問い合わせ先　　　　　　｝

…　市税務課a25－2111（内線）141、144、145言

特別養護老人ホーム八宮荘では、

平成4年4月に42床を増床します。

入所対象者は原則として65歳以上

で、身体上又は精神上著しい障害が

あるために常時介護を必要とする人

です。

○間い合わせ先

特別養護老人ホーム八宮荘

　　台24－5500

白石市社会福祉事務所

　　豊25－2111（内線）158

市税の滞納処分による電話加入権

の公売を1月下旬ごろ実施する予定

です。公売日時・場所・公売電話加

入権数等については、1月上旬に市

役所前の掲示板に公売の公告をしま

すので、購入希望者はご覧ください。

詳しくは、市税務課管理徴収係

費25－2111（内線）141へ。

白石農業振興地域整備

計画書の閲覧について

i☆1月31日は、市県民税（第4期）

雲　の納期限です。

1お忘れなく〃

厚生年金・国民年金

受給者協会からのお知らせ
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葦　口座振替をご利用の方は、預金残書

≡高をご確認ください。　　　　　多

受給者協会では市内にお住まいの

方を対象に、ゲートボール、将棋、

囲碁、カラオケ、ダンス、釣など幅

広いサーグル活動をしています。

日時、場所等詳しくは、下記まで

問い合わせください。

○間い合わせ先

松野　今朝男　費25－3755

大槻　勝夫　　盈26－3324

大里予　　轍マ台　　　盈25－1649

※年金受給者の多数の参加をお待ち

　しています。

白石市では現在、農業振興地域整

備計画の見直し作業を行っています。

このため、整備計画書の閲覧を行い、

農用地区域への編入及び農用地区域

からの除外の希望を受付します。

なお、編入・除外等の適否につい

ては、周辺農地への影響、農地の集

団性への阻害等の問題が生じない場

合についてのみ認められるものです。

○閲覧及び希望受付日

平成4年1月10日・13日・16日・

17日・18日・20日・

○閲覧時間　午前8時30分～午後7時

○閲覧場所　白石市役所第2会議室

詳しくは、市農林課農政係費25－

2111（内線）222・223へ。

BOOKS・1いんふお鱗一しょん

★今月の書棚（子ども読書室）

●現代詩と短編の傑作の中から厳選

　した作品をテーマ別に分類したユ

ニークな短編集です。

●現代の子どもの気分を適確にうっ

　しだしています。

●現代を代表する作家、詩人、約100

名が執筆しています。

　　　　　〈全8巻〉僧成社

図書館利用案内

○開館時間

　月～土曜日　9時～4時55分
　日　　日翠　　日　　10日寺～4日寺

0休館日　1月1日物～4日仕）、1

　　　月15日1椥、1月31日働月

　　　末整理日

　　　　新着図書
最後に笑うOLは誰だ？

　　　電通お一えるPower編
独創力のすすめ一着眼から実行まで、発

想を元気にする10のステップー

　　　　　　平野寛史著
ノストラダムスの世紀末マンゲラー大予

言の最後の謎を解くカギは日本にあった

一　　　　ミカエル・ド・七ザール　著

江戸巷談藤岡屋ばなし

　　　　　　鈴木巣三著
ニッポン大貧乏旅行記一歩いてぐるり一

周一　　　　　藤本　研著
日米同盟と日本の戦略一アメリカを見誤

ってはならない一

　　　　岡崎　久彦〔ほか）著
国連平和維持軍一アメリカ海兵隊レバノ

ンヘー　　　アメリカ海兵隊司令部　編

長生きの本　　　中谷敏太郎著
薬になる草と木424種

　　　　　　坪井敏男著
いま、飲み水が恐ろしい！一果てしなく

汚染されている“水”の新事実一

　　　　　　北野　大著
洋裁のこつ85

健康飲料の本一疲労回復、ストレス解消、

美容、スホーツに一

　　上村　泰子・金子　基子　著
観葉植物　　　高林成年編・解説
達磨百態書画集　　　　劉　　志義　画

コ1しフの悩み私ならこうアトバイスする

一フロ・アマ47人のアドバイス集一

　　　　　　芝草　順二編著
図解始めてのクンスーすそ踊れる一

　　　奥オ寸　　三良「二。奥ネ寸　　　糸屯　　著

案内（抄）
寸一ルスキー場完全ガイド’92

未踏峰上・下
　　　　　　森村誠一著
二人の芭蕉一隠密行r奥の細道」一

上・下　　　　　　檜山良昭著
女性広報主任　　　　　高杉　　良　著

柳生連也斎　　　　　　五味　康祐　著

小説横綱千代の富士

　　　　　　大下英治著
あのひとの行方　　北原リエ著
夜化粧一すすき野に舞う蝶の伝説一

　　　　　　三宅　勝著
恋　貧　乏　　　　　　常磐　新平　著

小説紫式部「香子の恋」

　　　　　　三枝和子著
推理小説はなぜ人を殺すのか

　　　　　　佐野　衛著
ざっだん俳旬ばなし　清水凡亭著
愛と許しを知る人びと　曽野　綾子　著

いま、女として　金賢姫全告臼　上・下・

　　　　　　金　賢姫著

　＊子どもの本＊
ぽくのおよめさん

　　　　　しろたのぼる作
みにくいシュしノケ

　　ウでリアム・スタfグ　文と絵

雪渡り　　　宮沢賢治作
盲導犬フロックスのてがみ

　　　　　　福沢美和著
長いながい道　　　　　竹内　恒之　作

潮
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市内の交通事故
11／16～12／15（）は累計

飲酒運転追放！
飲んだら乗らない

乗るなら飲まない

運転する人には飲ませない

一今月の土曜閉庁日は、11日と25日です一

1月の定例相
相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政季目言炎

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

回
ス

巡
ビ

器
聴
一

補
サ

無料法律
相　　談

障害者
相　　談

青少年
相　　談

相談日

14

14

14

14

27

14

14

　毎週
月・水・金

リオン

9・22
ニホン
24

14

9

　毎週
月・火・木・金

時間

10100～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12100

9：30～

15：00

10：00～

　15：00

10＝00～

　15：00

13：00～

　14100

10：30～

　11＝30

！0：00～

　15：00

10：00～

　15：00

場　　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室
自石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室
自石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

臼石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
電話相談にも応じますa

9＝00～

17100
階
談
一

4
目

所
ホ
タ

役
年

市
少
ン

石白
青
セ

談日
内 容

市行政に対する質問、要
望等にっいて、川井市長

が直接相談に応じます。

（代理の場合もあります）

結婚、離婚、遺産相続、

借地借家、雇用、差別待
遇問題等

国や県、市など役所の行
う仕事について困ってい

ることや希望等

市民の日常生活上の困り
ごと

健康保険、船員保険、厚
生年金など

相続や贈与、土地売買に
関する税金、法人の税金
などの相談

買物苦情、消費生活一般

補聴器の修理、調整など

　　　事故発生件数

　　　　35件
　　　　（540件）

轟死試数

農
．
聾

負傷者数
14人

（107人）

物損件数
21件

（448件）

法律についての困りごと

身体障害者精神薄弱者の
生活、職業、結婚等

25－211！（内線）351

子供の教育上の相談

一今月の表紙一技に生きる⑳r）

幡、　　町

躍．
i轡“

蝕

添’

墜趣　　　　「 ｛、　昨年、子どもさんが企画・準備し、

　　　　　　初の刺繍作品展を市民会館で開いた
　　　　　　岩山こうさん（沢端町・80歳）。
．調　　　　　1　　　　吉見学園の文化祭で見た刺繍に魅

　　　　　　せられて、60歳の手習いから20年。
　　　　　　この間に100点以上の作品を手がけ
．　’　　　　　ました。今までの総決算の意味を込

　　　　　　めた個展も終えて、また製作の毎日
　　　　　　です。
　　　　　　こうさんは横山大観の絵がお気に
　　　　　　入りで、題材によく使います。「あと
　　　ー簿10年たったらまた個展を開きた嫡
　　　箏でゴ＿と話す問にも、手は休みなく動いて
　砂事～　　盤一

r沸繭
蕪いました。

と
数
磁

口
帯
末

　
　
月

人
世
1
1

　　　　

柵
42，441人
（十4人）

　　　冒

20，811人
（十3人）

　　　罫

21，630人
（十1人）

畠
12，087世帯

（十13世帯）

（　）内は対前月比
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